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筑北村の人口
総人口
男
女
戸数

（令和 4年 4月 30日現在）

人
人
人
戸

4,229
2,096
2,133
1,802

〈
一
般
会
計
〉

予
算
総
額
44
億
７
，９
６
２
万
５
千
円

（
対
前
年
度
２
億
７
，９
６
６
万
５
千
円
増
）

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

歳
入
の
う
ち
村
税
な
ど
の
自
主
財
源

は
全
体
の
16
％
に
と
ど
ま
り
、こ
れ
ま
で

と
歳
入
構
造
は
変
わ
ら
ず
、地
方
交
付
税
、

国
・
県
の
補
助
金
、地
方
債
な
ど
の
依
存

財
源
が
歳
入
の
大
部
分
を
占
め
る
状
況

で
す
。
各
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

補
助
金
や
有
利
な
地
方
債
を
活
用
し
、目

的
に
即
し
て
基
金
も
活
用
し
な
が
ら
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

【
村
税
】

令
和
３
年
度
の
課
税
状
況
を
基
に
、

対
前
年
度
１
，
３
０
１
万
８
千
円
（
３
．

５
％
）増
の
３
億
８
，
５
４
７
万
円
と
し

ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】

令
和
３
年
度
の
算
定
結
果
を
基
に
過

大
な
算
定
に
な
ら
な
い
よ
う
に
考
慮
し
、

対
前
年
度
２
億
８
６
２
万
９
千
円
（
10
．

５
％
）増
の
21
億
９
，
８
６
２
万
９
千
円

と
し
ま
し
た
。

【
国
庫
支
出
金
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
、
聖
南
中
学
校
体
育

館
改
修
に
係
る
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
係
る
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支

援
補
助
金
等
を
計
上
し
、
対
前
年
度

８
０
８
万
４
千
円
（
１
．
５
％
）
増
の

５
億
５
，６
６
３
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
県
費
支
出
金
】

村
内
に
工
場
を
建
設
す
る
企
業
へ

の
農
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
補

助
金
等
を
計
上
し
、
対
前
年
度
２
億
３
，

１
１
５
万
３
千
円
（
78
．
４
％
）
増
の

５
億
２
，６
１
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

【
繰
入
金
】

緊
急
危
険
木
伐
採
事
業
の
財
源
と

し
て
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
繰
入
金

６
３
１
万
円
、出
生
・
入
学
等
の
祝
金
や

協
働
で
行
っ
て
い
た
だ
く
道
路
愛
護
事

業
等
の
ソ
フ
ト
事
業
の
財
源
と
し
て
地

域
振
興
基
金
繰
入
金
５
，５
７
８
万
１
千

円
を
計
上
し
、
交
付
税
の
収
入
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金
に

つ
い
て
は
、
繰
入
れ
な
い
こ
と
と
し
、
対

前
年
度
１
億
１
，２
３
３
万
６
千
円（
54
．

２
％
）減
の
９
，
４
９
２
万
８
千
円
と
し

ま
し
た
。

【
地
方
債
】

村
道
改
良
・
橋
り
ょ
う
修
繕
に
係
る
過

疎
対
策
事
業
債
の
発
行
、災
害
予
防
の
た

め
の
河
川
改
修
等
に
係
る
緊
急
自
然
災

害
防
止
対
策
事
業
債
等
の
発
行
を
予
定

し
て
い
る
も
の
の
、臨
時
財
政
対
策
債
発

行
予
定
額
の
減
少
に
よ
り
、全
体
で
対
前

年
度
９
，７
９
０
万
円（
23
．
６
％
）減
の

３
億
１
，６
３
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
く

公
共
施
設
の
用
途
廃
止
、行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向
け
た
準
備
に
着
手

す
る
ほ
か
、地
域
経
済
の
回
復
・
住
民
生

活
支
援
の
た
め
村
民
生
活
応
援
商
品
券

を
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、子
育
て
支
援
の

充
実
に
係
る
事
業
、健
康
づ
く
り
の
促
進

に
係
る
事
業
及
び
高
齢
者
や
障
が
い
者

福
祉
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
も
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
で
、『
自
然
に
恵
ま
れ

た「
安
心
」と「
活
力
」あ
ふ
れ
る
む
ら
』の

創
造
を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

【
人
件
費
】

選
挙
に
係
る
報
酬
や
時
間
外
手
当
等

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
対
前
年
度

１
，３
８
８
万
８
千
円（
１
．
５
％
）減
の

９
億
２
，１
４
９
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】

聖
南
中
学
校
体
育
館
改
修
事
業
、
老

朽
化
し
た
農
業
水
路
等
の
改
修
事
業
、公

共
施
設
個
別
施
設
計
画
に
お
い
て
用

途
廃
止
と
さ
れ
た
利
用
率
の
低
い
施

設
の
解
体
工
事
等
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
も
の
の
、
筑
北
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
関
連
の
事
業
費

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
対
前
年
度

一
般
会
計
の
予
算
状
況

一
般
会
計
の
予
算
状
況

令
和
４
年
度
予
算
が
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

令
和
４
年
度
予
算
が
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

令
和
４
年
度
予
算
の
状
況

令
和
４
年
度
予
算
の
状
況
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７
，０
５
０
万
９
千
円（
９
．
１
％
）減
の

７
億
７
９
６
万
円
と
し
ま
し
た
。

【
災
害
復
旧
事
業
費
】

村
道
向
山
線
の
地
す
べ
り
災
害
復
旧

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、対
前
年
度

１
，１
８
１
万
２
千
円（
21
．
１
％
）減
の

４
，４
１
７
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

平
成
29
年
度
及
び
30
年
度
に
借
入
れ

を
行
っ
た
臨
時
財
政
対
策
債
の
繰
上
償

還
を
行
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、対
前
年
度

２
，１
１
２
万
９
千
円（
４
．
７
％
）減
の

４
億
２
，７
５
８
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
補
助
費
等
】

村
内
に
工
場
を
建
設
す
る
企
業
へ

の
補
助
金
（
全
額
県
費
補
助
）、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
生
活
支
援
の
た
め
の
村
民

生
活
応
援
商
品
券
負
担
金
、
移
住
者
等

が
行
う
空
き
家
改
修
等
に
係
る
補
助
金

の
増
加
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
２
億
９
，

４
６
５
万
7
千
円
（
88
．
６
％
）
増
の

６
億
２
，７
０
９
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
繰
出
金
】

冠
着
荘
の
運
営
を
村
か
ら
指
定
管

理
者
に
変
更
に
し
た
こ
と
に
伴
い
、
冠

着
温
泉
施
設
特
別
会
計
繰
出
金
が
減

少
し
た
こ
と
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
の
介
護
給
付
費
が
減
少
し
た
こ
と

に
伴
う
ル
ー
ル
に
基
づ
く
繰
出
金
が

減
少
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
対
前
年
度

３
，０
０
６
万
３
千
円（
４
．
７
％
）減
の

６
億
８
４
３
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

〈
特
別
会
計
〉（
10
会
計
）

予
算
総
額
21
億
９
，１
９
３
万
４
千
円

（
対
前
年
度
９
，２
０
９
万
３
千
円
減
）

《
温
泉
施
設
特
別
会
計
》

※
と
く
ら
・
坂
北
荘
・
冠
着
荘
の
計

経
費
の
削
減
や
利
用
者
の
利
便
性

向
上
を
目
指
し
、「
と
く
ら
」
の
館
内
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
使
用
料
支
払
い
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
対
応
等
を
実
施

し
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
冠
着
荘

の
運
営
を
指
定
管
理
者
に
変
更
し
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
抑
制
し
た

こ
と
で
、
温
泉
施
設
全
体
で
対
前
年
度

２
，６
１
３
万
５
千
円（
12
．
９
％
）減
の

１
億
７
，６
５
１
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

《
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
》

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
差

し
掛
か
り
被
保
険
者
数
が
増
加
す
る

こ
と
等
に
よ
り
、
保
険
料
等
負
担

金
が
増
加
す
る
た
め
対
前
年
度
１
，

２
０
２
万
９
千
円
（
４
．
０
％
）
増
の

８
，
６
８
７
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

《�

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
・�

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
》

令
和
３
年
度
末
で
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
し

ま
し
た
。

特
別
会
計
の
予
算
状
況

特
別
会
計
の
予
算
状
況（
主
な
も
の
）

（
主
な
も
の
）

千円
自主財源
715,425千円
（16.0%）

依存財源
3,764,200千円
（84.0%）

村税
385,470千円
（8.6%）

分担金・負担金
13,084千円（0.4%）

使用料・手数料
64,189千円（1.4%）

繰入金
94,928千円（2.1%）

繰越金
50,000千円（1.1%）

諸収入
57,157千円（1.3%）

財産収入
30,596千円（0.8%）

寄付金
20,001千円（0.4%）

普通交付税
2,158,629千円（48.2%）

特別交付税
40,000千円
（1.0%）

国庫支出金
556,631千円
（12.4%）

県支出金
526,140千円
（11.7%）

村債
316,300千円
（7.1%）

その他
166,500千円
（3.5%）

歳入
4,479,625千円
（　）内構成比

歳出
（性質別）
4,479,625千円
（　）内構成比

人件費
921,498千円
（20.6%）

物件費
670,447千円（15.0%）

維持補修費
48,147千円（1.1%）

扶助費
339,840千円（7.6%）補助費等

627,096千円（14.0%）

公債費
427,585千円（9.5%）

繰出金
608,434千円
（13.6%）

積立金
33,079千円
（0.7%）

普通建設事業費
707,960千円
（15.8%）

投資及び出資金・貸付金
1,362千円（0.0%）

災害復旧事業費
44,177千円（1.0%） 予備費

50,000千円（1.1%）
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総合計画の施策の大綱への取り組み（一般会計における主な事業）

【健康福祉の充実】
― 地域と住民が支えあい、みんなが安心して暮らせるむらづくり ―� 単位：千円

高齢者予防接種事業
小児予防接種事業
風しん予防接種事業

疾病の発症、重症化、集団感染及び蔓延を予防するため、予防
接種法に基づく予防接種を実施します。 20,050

地域生活支援事業
障がい者等が自立した日常生活・社会生活を営むことができる
よう、個々の特性にあったメニューを区分認定によらず、村の
判断により柔軟に実施します。

8,096

妊婦健診・乳児健診委託事業

妊娠中の健康管理や異常の早期発見・早期治療の徹底を図り安
全な分娩とゆとりをもった出産のための健康診査を行います。
乳幼児の健康状態を確認し、心身の問題の早期発見・早期治療
による乳幼児の健康の保持・増進を図ります。

2,768

【生活環境の向上】
― 快適な暮らしを支える生活基盤が充実したむらづくり ―� 単位：千円

（仮称）筑北スマートインター
チェンジ整備事業

高速道路が通過している利点をいかし、利便性の向上や企業誘
致を推進するため、早期供用開始に向けた事業を実施します。 207,320

（仮称）筑北スマートインター
チェンジ PR 事業

スマートインターチェンジの利用促進のため、チラシ、テレビ
ＣＭ、ホームページ等により PR を行います。 13,683

指定避難所（公民館）耐震化事業 指定避難所（下安坂公民館）の耐震化を進め、地域住民の安心・
安全を図ります。 14,685

移住・定住促進事業
空き家バンクへの登録物件の増加を図るとともに、移住者及び二
地域居住者を受け入れ、人口減少の抑制を図ります。家財整理
や建物の改修費用の一部を支援し、空き家の利活用を促進します。

5,829

老朽空き家対策事業
空き家等対策計画に基づき、管理不全な空き屋への対応と増加
の抑制を図ります。所有者が行う老朽空き家の解体費用の一部
を助成します。

4,562

【自然環境の保護】
― 豊かな自然環境を守り、心安らぐ癒しのむらづくり ―� 単位：千円

森林病害虫防除対策事業
村内に広がる松くい虫の対策として、被害先端地の伐倒燻蒸・
薬剤散布を行います。林地外の松くい虫被害木等の薬剤注入及
び伐倒費用の一部を助成します。

49,558

電気自動車導入（リース）事業 二酸化炭素や有害物質を排出しない電気自動車を導入し、脱炭
素社会への意識向上を図ります。 890

【産業の振興】
― 観光・交流と農業を中心に独創性ある産業が育つむらづくり ―� 単位：千円

農地生産基盤パワーアップ事業 村内に工場を建設する企業へ補助金を交付します。
※全額県費による 200,000
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農業水路等長寿命化・防災減災
事業

土地改良施設（水路、農道等）の維持管理費の節減を図るため、
用水路を機能保全計画に沿って修繕します。 36,000

穀物等出荷奨励金事業 耕作放棄の防止や経営の安定化のため、そば、大豆、麦、雑穀
及びはぜ掛け米の出荷者に対して出荷奨励金を支給します。 3,993

刈谷沢森林経営計画森林整備
事業

坂北刈谷沢地区において、樹種転換を目的にアカマツ・カラマツ
の森林伐採を実施し、木材として搬出後、地拵えを行います。 23,540

有害鳥獣被害捕獲対策事業 野生鳥獣による農作物被害防止のため、有害鳥獣の捕獲を委託
します。 9,649

村民生活応援商品券配布事業 新型コロナウイルス感染症拡大による地域経済の回復・住民生活
支援のため全ての村民へ商品券を配布します。 89,261

商工会指導・地域振興補助金
事業

経営の安定化のため、商工会が行う経営改善普及事業や会員が
行う地域活性化の取り組みを支援します。 6,406

【教育・文化の充実】
― 歴史と文化を継承し創造する心豊かな人を育むむらづくり ―� 単位：千円

聖南中学校体育館改修事業 生徒が安心・安全に学校生活を送ることができるよう、体育館
の屋根及び外壁を改修します。 60,148

スクールバス運行管理委託
事業

園児、児童、生徒が安心・安全に通学及び校外活動ができるよ
うスクールバスの管理運営を委託します。また、スクールバス
１台を更新します。

36,714

放課後児童健全育成事業 共働き等で昼間保護者がいない家庭等の子ども達に遊びを主と
する健全育成事業を行います。 11,399

【住民参加・交流連携】
― 住民が主体となった交流や連携のむらづくり ―� 単位：千円

協働事業支援金事業 地域の活力を生み出すため、区、常会及び住民団体等が協働で
取り組む事業の経費の一部を助成します。 1,000

道路愛護環境保全支援金事業 区、常会及び住民団体等による道路の除草、側溝の清掃に対し、
実績に応じて支援金を交付します。 2,365

【行財政運営】
― 明るく潤いのある社会を展望できる自立したむらづくり ―� 単位：千円

コンビニ交付サービス事業

マイナンバーカード所有者が、全国のコンビニエンスストア等
の店舗で、住民票の写しをはじめとする各種証明書が取得でき
るサービスを導入することで、更なる住民サービスの向上と、
マイナンバーカードの普及を図ります。

32,899

行政手続きオンライン化事業 「住民の利便性向上」と「行政運営の簡素化・効率化」を図るため、
行政手続きのオンライン化に取り組みます。 10,351

公共施設除却事業 個別施設計画に基づき、用途廃止と位置付けた公共施設につい
て除却を行います。 14,029
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（単位：千円、％）

会計区分 令和４年度
予算額

令和３年度
予算額 比較 前年度比

一　般　会　計 4,479,625 4,199,960 279,665 6.7

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

バ ス 事 業 35,177 35,248 △ 71 △ 0.2
国 民 健 康 保 険 611,119 595,112 16,007 2.7
国民健康保険診療所 0 643 △ 643 △ 100.0
後 期 高 齢 者 医 療 86,877 74,848 12,029 16.1
介 護 保 険 事 業 780,085 812,839 △ 32,754 △ 4.0
宅 地 造 成 事 業 0 5,780 △ 5,780 △ 100.0
と く ら 温 泉 施 設 129,862 129,371 491 0.4
差 切 峡 温 泉 施 設 32,541 26,878 5,663 21.1
冠 着 温 泉 施 設 14,113 46,402 △ 32,289 △ 69.6
簡 易 水 道 事 業 273,450 314,855 △ 41,405 △ 13.2
集 落 排 水 事 業 159,444 175,028 △ 15,584 △ 8.9
合 併 浄 化 槽 事 業 69,266 67,023 2,243 3.3

合　　計 6,671,559 6,483,987 187,572 2.9
網掛けの会計は、令和4年度から廃止

令和４年度　筑北村一般会計・特別会計予算総括表

筑北村全会計の予算規模

前兆現象を発見したときは、直ちに安全な場所に避難し、
役場（TEL 66-2111）までご連絡をお願いします。

雨が降り続くとき、強い雨のとき等は土砂災害が発生する危険性があります。
土砂災害（土石流、がけ崩れ、地すべり等）には、発生前に兆候がみられることがあります。

６月は「土砂災害防止月間」です 
みんなで土砂災害による被害を防ぎましょう！

お問い合わせ先　総務課　TEL 66-2111

土砂災害発生の前兆現象　土砂災害発生の前兆現象　※前兆現象確認のために危ないところに行くことは絶対にやめてください。

防災情報サイトのご案内防災情報サイトのご案内 命を守るために自ら防災情報を取得し、早めの行動を心がけましょう

長野県 河川砂防情報ステーション
雨量予想などの防災情報や複数の防災情報が確認
できます。スマートフォンにも対応しています。  

http://www.sabo-nagano.jp

POTEKA（ポテカ）
村内10カ所の雨量、気温、風速などの
気象状況をリアルタイムで確認できます。
http://www.potekanet.com/
スマートフォンアプリ「My POTEKA」もご活用ください。

例年、７月の第４土曜日に夏まつり筑北を開催していますが、依然、新型コロナウイルス
感染症の拡大はとどまらず、住民の皆様の安全を考慮し、本年度は中止といたします。
　今後も、来場される皆様に、安全で楽しく、お祭りに参加していただけるようイベント
の開催機会をうかがってまいりますので、ご理解の程よろしくお願いいたします。

お問い合わせ先　企画財政課　TEL 66-2111

一般会計
44 億 7,962 万 5 千円

一般会計
41 億 9,996 万円

特別会計（公営事業会計）
15 億 1,325 万 8 千円

特別会計（公営事業会計）
15 億 1,869 万円

特別会計
（公営企業会計）
6億7,867万6千円

特別会計
（公営企業会計）
7億6,533万7千円

《 令和 3 年度  予算総額  64 億 8,398 万 7 千円 》 

《 令和 4 年度  予算総額  66 億 7,155 万 9 千円 》  

△0.4％ -11.3％+6.7％
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前兆現象を発見したときは、直ちに安全な場所に避難し、
役場（TEL 66-2111）までご連絡をお願いします。

雨が降り続くとき、強い雨のとき等は土砂災害が発生する危険性があります。
土砂災害（土石流、がけ崩れ、地すべり等）には、発生前に兆候がみられることがあります。

６月は「土砂災害防止月間」です 
みんなで土砂災害による被害を防ぎましょう！

お問い合わせ先　総務課　TEL 66-2111

土砂災害発生の前兆現象　土砂災害発生の前兆現象　※前兆現象確認のために危ないところに行くことは絶対にやめてください。

防災情報サイトのご案内防災情報サイトのご案内 命を守るために自ら防災情報を取得し、早めの行動を心がけましょう

長野県 河川砂防情報ステーション
雨量予想などの防災情報や複数の防災情報が確認
できます。スマートフォンにも対応しています。  

http://www.sabo-nagano.jp

POTEKA（ポテカ）
村内10カ所の雨量、気温、風速などの
気象状況をリアルタイムで確認できます。
http://www.potekanet.com/
スマートフォンアプリ「My POTEKA」もご活用ください。

土
石
流

直前 １～２時間前 ２～３時間前

⃝�土臭いにおい
⃝�地鳴り
⃝�流水の急激な濁り
⃝�渓流水位激減

⃝�渓流内で転石の音
⃝�流木発生

⃝�流水の異常な 
濁り

が
け
崩
れ

直前 １～２時間前 ２～３時間前

⃝�湧水の停止または 
吹き出し

⃝�亀裂の発生
⃝�斜面のはらみだし
⃝�小石がぼろぼろ落下
⃝�地鳴り

⃝�小石がばらばら落下
⃝�新たな湧水発生
⃝�湧水の濁り

⃝�湧水量の増加
⃝�表面流発生

地
す
べ
り

直前 １～２時間前 ２～３時間前

⃝�地鳴り・山鳴り
⃝�地面の振動

⃝�池や沼の水かさの急変
⃝�亀裂・段差の発生・拡大
⃝�落石・小崩落
⃝�斜面のはらみだし・ 

クラック
⃝�根の切れる音
⃝�樹木の傾き

⃝�井戸水の濁り
⃝�湧水の枯渇
⃝�湧水量の増加
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電話番号等一覧

●子育て支援センター TEL 66-2975 FAX 66-2988
●社会就労センター TEL 66-2322 FAX 66-3673
●差切峡温泉坂北荘 TEL 66-2223 FAX 66-3246
●西条温泉とくら TEL 66-2114 FAX 66-2301

●筑北ひまわり保育園 TEL 66-2043 FAX 66-2123
●坂井保育園 TEL 67-2153 FAX 67-1403
●坂井児童館 TEL 67-3060 FAX 67-3060
●筑北村放課後児童施設 TEL 66-2302 FAX 67-2302

TEL 66-2111 （代表）
FAX 66-3370 （総務課・企画財政課・住民福祉課・会計室・議会事務局）
FAX 66-3010 （建設課・産業課・観光課）

◆筑北村役場
TEL 67-1161（こども支援係）　67-2064（生涯学習係）
FAX 67-2170

◆教育委員会事務局（坂北支所及び坂井支所への電話は役場に転送されます。）
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電話番号等一覧

●子育て支援センター TEL 66-2975 FAX 66-2988
●社会就労センター TEL 66-2322 FAX 66-3673
●差切峡温泉坂北荘 TEL 66-2223 FAX 66-3246
●西条温泉とくら TEL 66-2114 FAX 66-2301

●筑北ひまわり保育園 TEL 66-2043 FAX 66-2123
●坂井保育園 TEL 67-2153 FAX 67-1403
●坂井児童館 TEL 67-3060 FAX 67-3060
●筑北村放課後児童施設 TEL 66-2302 FAX 67-2302

TEL 66-2111 （代表）
FAX 66-3370 （総務課・企画財政課・住民福祉課・会計室・議会事務局）
FAX 66-3010 （建設課・産業課・観光課）

◆筑北村役場
TEL 67-1161（こども支援係）　67-2064（生涯学習係）
FAX 67-2170

◆教育委員会事務局（坂北支所及び坂井支所への電話は役場に転送されます。）
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令和 4 年度  がん検診日程表

※ 生活カレンダーに記載されている10月25日（火）の乳房検診の会場が坂北福祉センターと
 なっていますが、正しくは、本城多目的ホールです。お間違えの無いようにお越しください。
※ がん検診は、健康保険証の種類に関係なく受けることができます。
※ 人間ドック等を予定されている方は、村の受診を控えてください。
※ 65歳以上の方は結核検診として年1回の胸部レントゲン検診を受ける義務があります。
※ 新たに検診を希望される方は、下記までお申込みください。

　下記の日程で各種がん検診を行います。   
　尚、２月にお配りしました「各種がん検診申込書」で、検診を希望された方には
各検診日が近くなりましたら、個別に通知をお送りします。   

お問い合わせ先　住民福祉課 保健福祉係　TEL 66-2111

検診名 日　程 会　場 自己負担額

大腸検診
（特定健診併合）

（40歳以上）
8：00 ～ 11：30

13：00 ～ 15：00

5 月10日（火） 坂北体育館

500円
（容器代330円）

5 月11日（水） AM	坂北体育館 
PM	 筑北公民館

5 月12日（木） AM	筑北公民館 
PM	 本城多目的ホール

5 月13日（金） 本城多目的ホール
10月15日（土） 本城多目的ホール

胃・大腸検診
（40歳以上）
7：30 ～ 9：30

（胃検診は80歳まで）

6 月13日（月）・14日（火） 坂北体育館 胃　1,500円
大腸　500円

（容器代330円）
6 月15日（水） 筑北公民館

6 月16日（木）・17日（金） 本城多目的ホール

肺ＣＴ検診
（40歳以上）
9：00 ～ 11：30

13：00 ～ 15：00

8 月17日（水） 坂北体育館

2,600円
8 月24日（水） 筑北公民館

8 月25日（木） AM	坂北体育館
PM	 本城多目的ホール

8 月26日（金） 本城多目的ホール

胸部レントゲン検診
（40歳以上）

9：00 ～ 14：30
65歳以上の方は受診義務

9 月29日（木）   本城～坂北
700円

9 月30日（金）   坂北～坂井

乳房超音波検診
（30歳以上）
9：00 ～ 11：30 

13：00 ～ 15：00

10月 ４日（火） 筑北公民館

1,500円10月20日（木） 坂北福祉センター

10月25日（火）   本城多目的ホール

マンモグラフイー検診
（40歳以上）
9：00 ～ 11：30

13：00 ～ 15：00

10月 ４日（火） 筑北公民館

2,000円10月20日（木） 坂北福祉センター

10月25日（火）午前のみ   本城多目的ホール

子宮検診
（20歳以上）

12：45 ～ 13：15

9 月 ５日（月） 本城多目的ホール
1,500円

9 月21日（水） 坂北体育館

各地区公民館を
巡回します。

生活カレンダー
と会場が異なっ
ています。
正しくはこちら
の会場です。
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特定健診は、国が定めた 40 歳～74 歳の方が対象の健康診査
です。中高年がかかりやすく、進行すると命に係わる危険性の高
い「生活習慣病」の発症や重症化の予防が目的です。生活習慣病
を一度発症すると、長期療養が必要となり仕事ができなくなった
り、悪化すれば生涯にわたり生活が不自由になることもあります。

いつまでも健康でいるために、年に一度は特定健診をご活用く
ださい。

40 歳～74歳の国保加入者の皆様へ
5 月の集団健診で受けられなかった方は、筑北村・麻績村の 3 医院で個別健診が受け

られます。ご都合の良い日を予約して受けてください（実施期間：令和 4 年 6 月～令和
5 年 3 月）。その他の医療機関で健診を希望される方は、役場までご連絡ください。

また、10 月 15 日（土）に本城多目的ホールで集団健診を行います。受診の際は、問
診票（すでに配布済）と健診料金 1,500 円をお持ちください。医療機関で検査されてい
る方は、健診を受けたとみなせる場合がありますので、保健師までご連絡ください。

40 歳～74歳の被扶養者（ご家族）の皆様へ
加入している医療保険者からの特定健診の指示に従い、指定の医療機関・健診会場が

ある場合はそちらで受けてください。
国民健康保険以外の扶養家族の皆様は、10 月 15 日（土）の村の集団健診の会場でも

受けられますので、健診機関の中部公衆医学研究所（0265-24-1505）に電話でお申し
込みください。健診当日は、配布されている受診券と健康保険証をお持ちください。

健診結果について不明な点や、詳しくお知りになりたい方は、住民福祉課保健福祉係
までお気軽にご相談ください。

40 歳から 74歳の方は
加入する医療保険者で実施する特定健診を受けましょう。

治療中の方も健診の対象者です。

お問い合わせ先　住民福祉課 保健福祉係　TEL 66-2111

75 歳以上の後期高齢者保険の皆様へ
５月の集団健診を受けられなかった方は、10 月 15 日（土）の村の集団健

診を受けてください。今年度は筑北村・麻績村の 3 医院で個別健診も受けら
れますので、ご希望の方は役場までお問い合わせください。医療機関で定期的
に血液検査を受けている方は、差し支えなければ保健師までご提出ください。

国保加入者及び後期高齢者保険加入者で人間ドックの方は、健診料補助申請と併せ
て検査結果を提出してください。人間ドックは、特定健診と併せて胃カメラなどのが
ん検診も一緒に受けられるのでおすすめです！

人間ドックを受けた方は補助金がもらえます
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保険料決定について
後期高齢者医療制度の保険料率は、今後見込まれる医療費などの推計をもとに 2 年ごと改定

されます。令和 4・5 年度の保険料率は、長野県後期高齢者医療広域連合議会 2 月定例会の議
決を受け、均等割額は 40,907 円、所得割率は 8.43% となりました。

保険料率の改定は、後期高齢者医療制度の財政を安定的に運営するためのものです。
みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

一定以上の所得のある方（75歳以上の方等）の
医療費の窓口負担割合が変わります

一定以上の所得のある方（75 歳以上の方等）の
医療費の窓口負担割合が変わります

窓口負担割合２割の対象となるかどうかは 主に以下の流れで判定します窓口負担割合２割の対象となるかどうかは 主に以下の流れで判定します

保険料ひとくちメモ
保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と、前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です。

※ 保険料額の上限となる賦課限度額は、令和３年度は 64 万円でした。

均等割額
40,907円 + ＝所得割額

（前年中の総所得金額等－33万円）×8.43％
一人当たりの保険料額
（限度額66万円※）

● 2022年（令和4年）10月1日から、 一定以上の所得のある方
（75歳以上の方等）は、現役並み所得者（窓口負担割合3割）を
除き、医療費の窓口負担割合が2割になります。

● 変更対象となる方は、後期高齢者医療の被保険者全体のうち
約20%の方です。

● 世帯の窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、75歳以上の方※1の
課税所得※2や年金収入※3をもとに、世帯単位で判定します。 

 （2021年中の所得をもとに、2022年６月上頃から判定が可能になり、
９月に被保険者証を送ります）

お問い合わせ先　長野県後期高齢者医療広域連合　TEL 026-229-5320 

※1 後期高齢者医療の被保険者とは
 75歳以上の方（65～74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた方を含む）
※2 「課税所得」とは
 住民税納税通知書の「課税標準」の額（前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除、所得控除（基礎控
 除や社会保険料控除等）を差し引いた後の金額）です。
※3 「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※4 課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の方。
※5 「その他の合計所得金額」とは
 事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額のことです。

現役並み所得者※4 に該当するか

世帯内 75歳以上の方※1 のうち
課税所得※2 が 28万円以上の方がいるか

該当する 該当しない

いない

１人だけ

いる

２人以上

320万円
 以上

320万円
未満

200万円
以上

200万円
未満

世帯に 75歳以上の方※1 が２人以上いるか

「年金収入※3＋その他の
合計所得金額※5」
が200万円以上か

世帯全員が

３割
世帯全員が

１割 １割 ２割
世帯全員が

１割
世帯全員が

２割

「年金収入※3＋その他の
合計所得金額※5」の
合計が320万円以上か

広域連合からお知らせ

改　正　後 改　正　前

均 等 割 額 40,907 円 40,907 円

所 得 割 率 8.43% 8.43%

賦課限度額 660,000 円 640,000 円
※ 保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。
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保険料決定について
後期高齢者医療制度の保険料率は、今後見込まれる医療費などの推計をもとに 2 年ごと改定

されます。令和 4・5 年度の保険料率は、長野県後期高齢者医療広域連合議会 2 月定例会の議
決を受け、均等割額は 40,907 円、所得割率は 8.43% となりました。

保険料率の改定は、後期高齢者医療制度の財政を安定的に運営するためのものです。
みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

一定以上の所得のある方（75歳以上の方等）の
医療費の窓口負担割合が変わります

一定以上の所得のある方（75 歳以上の方等）の
医療費の窓口負担割合が変わります

窓口負担割合２割の対象となるかどうかは 主に以下の流れで判定します窓口負担割合２割の対象となるかどうかは 主に以下の流れで判定します

保険料ひとくちメモ
保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と、前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です。

※ 保険料額の上限となる賦課限度額は、令和３年度は 64 万円でした。

均等割額
40,907円 + ＝所得割額

（前年中の総所得金額等－33万円）×8.43％
一人当たりの保険料額
（限度額66万円※）

● 2022年（令和4年）10月1日から、 一定以上の所得のある方
（75歳以上の方等）は、現役並み所得者（窓口負担割合3割）を
除き、医療費の窓口負担割合が2割になります。

● 変更対象となる方は、後期高齢者医療の被保険者全体のうち
約20%の方です。

● 世帯の窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、75歳以上の方※1の
課税所得※2や年金収入※3をもとに、世帯単位で判定します。 

 （2021年中の所得をもとに、2022年６月上頃から判定が可能になり、
９月に被保険者証を送ります）

お問い合わせ先　長野県後期高齢者医療広域連合　TEL 026-229-5320 

※1 後期高齢者医療の被保険者とは
 75歳以上の方（65～74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた方を含む）
※2 「課税所得」とは
 住民税納税通知書の「課税標準」の額（前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除、所得控除（基礎控
 除や社会保険料控除等）を差し引いた後の金額）です。
※3 「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※4 課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の方。
※5 「その他の合計所得金額」とは
 事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額のことです。

現役並み所得者※4 に該当するか

世帯内 75歳以上の方※1 のうち
課税所得※2 が 28万円以上の方がいるか

該当する 該当しない

いない

１人だけ

いる

２人以上

320万円
 以上

320万円
未満

200万円
以上

200万円
未満

世帯に 75歳以上の方※1 が２人以上いるか

「年金収入※3＋その他の
合計所得金額※5」
が200万円以上か

世帯全員が

３割
世帯全員が

１割 １割 ２割
世帯全員が

１割
世帯全員が

２割

「年金収入※3＋その他の
合計所得金額※5」の
合計が320万円以上か

長野県後期高齢者医療
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筑北村祝金制度について

＊令和４年度 結婚新生活支援事業＊

  村では、現行の祝金制度の見直しを行い、令和４年度より新たに「入学祝金」制度が追加されます。
各種祝金の内容は下記のとおりとなります。

★入学祝金については、村が把握する対象者あてに申請書を送付しております。
　制度の条件に該当するが、申請書が届かない場合は、住民福祉課までお問い合わせください。

　村では、結婚に伴う新生活のスタートアップに係る経済的負担を軽減させるため、住居費等の
一部を補助します。補助の対象者等詳細は下記のとおりとなります。

お問い合わせ先　住民福祉課 保健福祉係　TEL 66-2111

お問い合わせ先　住民福祉課 住民係　TEL 66-2111

制度（略称） 概要 支給条件（※全てに該当する必要があります。） 金額

出生祝金
お子様の誕生を 
お祝いし、祝金を 

支給します。

① �住民登録されており、現に居住している 
かつ、子の出生日から1年以上居住すること

② �世帯で村税等に滞納がないこと

第1子・第2子 
5万円

第3子以降 
10万円

結婚祝金 結婚をお祝いし、 
祝金を支給します。

① �婚姻日において夫婦共に39歳以下
② �婚姻日において夫婦共に居住しており、引き続き5年 

以上居住すること 
または、婚姻届提出後3カ月以内に夫婦共に住所を定め
5年以上居住すること

③ �世帯で村税等に滞納がないこと
④ �夫婦共に過去にこの祝金の支給を受けていないこと

1組につき 
10万円

入学祝金
入学時の経済的 
負担補助として 

祝金を支給します。

① �当該年度の4月2日現在において住民登録されている者
② �新たに小学校、中学校、高等学校、特別支援学校に 

1年生として入学する児童及び生徒又はその保護者 
（※�高等学校（又は高等部）については 

18歳に達するまでの生徒又はその保護者）
③ 世帯で村税等に滞納がないこと

小学校入学 
3万円

中学校入学 
1万円

高等学校入学 
1万円

対象者
※所得による制限あり

令和４年１月１日から令和５年３月31日に婚姻届を提出し、受理された夫婦
※所得については住民福祉課までお問い合わせください。

補助金の対象 住宅の購入費・賃貸料・引っ越し費用及びリフォーム費用　等（実際にかかった費用）

補助金の額等 夫婦共に婚姻日における年齢が29歳以下の場合…上限60万円
夫婦共に婚姻日における年齢が39歳以下の場合…上限30万円

その他条件 ・ 夫婦共に５年以上筑北村に居住する意思を有すること
・ 当村及び前住所地において、住民税等支払い義務のある全てに滞納がないこと

住宅の購入等の支払いが完了しましたら、令和５年３月31日までに申請をしてください。
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。
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懸
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。
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４
年
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村
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入
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辞
令
交
付
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辞
令
交
付
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災
だ
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、
台
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す
る
と
と
も
に
、
資

器
材
の
整
備
も
継
続
し
て
行
い
消
防

団
員
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。入

団
希
望
者
が
お
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
消
防
団
員
又
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２
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。
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２
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０
０
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。
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０
０
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０
０
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。
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献
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催
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長
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県
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通
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全
運
動
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進
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顕
彰

長
野
県
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通
安
全
運
動
推
進
本
部
顕
彰

高校生の道路清掃の様子
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河川監視カメラの設置について
　県では近年の豪雨による中小河川の氾濫を踏まえ、適切な避難判断や被害の軽減に役立てていただくため、
県が管理する河川へ監視カメラを設置しホームページにより公表しております。
　この度、関係者のご理解とご協力を賜り、一昨年に引き続き新たに新須田橋（麻績川）・坂井橋（麻績川）・
東条大橋（東条川）に設置をさせていただきました。
　カメラ映像等を確認する方法を記載しますので今後の防災にご活用ください。

① 「川の水位情報」（https://k.river.go.jp/）にアクセス、もしくは、QRコードを読み取ってください。

② 地図の中から該当の
 カメラを選択して
 ください。

　　　　　　カメラ画像

③ 川の水位情報を見る
 こともできます。

【簡易型河川監視カメラ映像等を確認する方法】

※見たい項目にチェック✓を付けてください。

※QRコードはカメラ付近に設置されている看板にも記載されています。

※観測開始水位以下のときは、1日1回（0:00）データ配信します。
　観測開始水位を超えると、10分毎に水位が表示されます。

※5分ごとに画像が更新されます。

新須田橋 東条大橋坂井橋

　木造住宅耐震診断事業について

　木造住宅耐震補強事業について

　ブロック塀等防災対策促進事業について

1. 事業の内容等
（１） 対象となる住宅は筑北村に所在し、昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅（１戸

建ての住宅）で、現に居住している個人所有の住宅です。
（２） 木造在来工法（ツーバイフォー・木質プレハブ・丸太組・非木造は対象外）の住宅です。
※　簡易耐震診断及び精密耐震診断とも、国・県・村が費用負担をするため無料です。

1. 事業の内容等
（１） 既存木造住宅に対し、村が実施した診断士による精密耐震診断の結果、総合評点が 1.0

未満で、耐震補強工事を行う事ことにより、総合評点が 0.7 以上かつ工事前の総合評点
を上回る工事です。

（２） 補助の対象となる経費は、耐震補強工事費、設計費及び補強計画（リフォームは対象外）
に要する費用です。

（３）補助対象に対する助成額
　　・補助対象経費の 2 分の 1 に相当する額。ただし、その額が 100 万円を超える場合は、

100 万円を限度とし、その額に 1,000 円未満の端数があるときは、これを切り捨てた
額とします。

1. 事業の内容等
（１） 国道、県道、村道、農道及び法定外公共物（赤線）に面した、ブロック塀等（コンクリー

トブロック造、石造、れんが造、その他倒壊・転倒の恐れがある塀の撤去を行う事）
（２） 実施する工事費と撤去するブロック塀等の長さ、1m 当り 9,000 円を乗じて得た額のい

ずれか少ない額の 1/2 の額。1 敷地内につき 10 万円を限度とする。

それぞれの詳しい内容については
筑北村建設課（TEL ６６－２１１１）までお問い合わせください。

道路に張り出した枝の切り取りのお願いです
村道等において、隣接する個人宅等や山林から道路上に枝などが張り出していることが見受

けられます。
生垣等の緑は、生活に潤いを与えてくれる大切なものですが、公の場である道路まで伸びて

しまった枝などは、道幅を狭く感じさせ、通行上の安全を確保するうえで問題があります。
これらが原因となり、車両や歩行者に事故が発生した場合には、法律により所有者が賠償責

任を負わなければならないこともあります。
村では、私有地から道路に張り出した枝や葉は、土地所有者に所有権があるため、倒木など

の緊急時を除き、勝手に切ることができません。
次のような状況が見られる土地の所有者の方は、樹木の伐採、または枝払いをお願いします。

1　道路、歩道へ樹木が張り出している。
2　枯れ木、折れ枝などによる通行への支障がある、またはその恐れがある。
3　竹木の繁茂により通行への支障がある、またはその恐れがある。
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河川監視カメラの設置について
　県では近年の豪雨による中小河川の氾濫を踏まえ、適切な避難判断や被害の軽減に役立てていただくため、
県が管理する河川へ監視カメラを設置しホームページにより公表しております。
　この度、関係者のご理解とご協力を賜り、一昨年に引き続き新たに新須田橋（麻績川）・坂井橋（麻績川）・
東条大橋（東条川）に設置をさせていただきました。
　カメラ映像等を確認する方法を記載しますので今後の防災にご活用ください。

① 「川の水位情報」（https://k.river.go.jp/）にアクセス、もしくは、QRコードを読み取ってください。

② 地図の中から該当の
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 ください。

　　　　　　カメラ画像

③ 川の水位情報を見る
 こともできます。

【簡易型河川監視カメラ映像等を確認する方法】

※見たい項目にチェック✓を付けてください。

※QRコードはカメラ付近に設置されている看板にも記載されています。

※観測開始水位以下のときは、1日1回（0:00）データ配信します。
　観測開始水位を超えると、10分毎に水位が表示されます。

※5分ごとに画像が更新されます。

新須田橋 東条大橋坂井橋

　木造住宅耐震診断事業について

　木造住宅耐震補強事業について

　ブロック塀等防災対策促進事業について
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（２） 木造在来工法（ツーバイフォー・木質プレハブ・丸太組・非木造は対象外）の住宅です。
※　簡易耐震診断及び精密耐震診断とも、国・県・村が費用負担をするため無料です。

1. 事業の内容等
（１） 既存木造住宅に対し、村が実施した診断士による精密耐震診断の結果、総合評点が 1.0
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　　・補助対象経費の 2 分の 1 に相当する額。ただし、その額が 100 万円を超える場合は、

100 万円を限度とし、その額に 1,000 円未満の端数があるときは、これを切り捨てた
額とします。

1. 事業の内容等
（１） 国道、県道、村道、農道及び法定外公共物（赤線）に面した、ブロック塀等（コンクリー

トブロック造、石造、れんが造、その他倒壊・転倒の恐れがある塀の撤去を行う事）
（２） 実施する工事費と撤去するブロック塀等の長さ、1m 当り 9,000 円を乗じて得た額のい

ずれか少ない額の 1/2 の額。1 敷地内につき 10 万円を限度とする。

それぞれの詳しい内容については
筑北村建設課（TEL ６６－２１１１）までお問い合わせください。

道路に張り出した枝の切り取りのお願いです
村道等において、隣接する個人宅等や山林から道路上に枝などが張り出していることが見受

けられます。
生垣等の緑は、生活に潤いを与えてくれる大切なものですが、公の場である道路まで伸びて

しまった枝などは、道幅を狭く感じさせ、通行上の安全を確保するうえで問題があります。
これらが原因となり、車両や歩行者に事故が発生した場合には、法律により所有者が賠償責

任を負わなければならないこともあります。
村では、私有地から道路に張り出した枝や葉は、土地所有者に所有権があるため、倒木など

の緊急時を除き、勝手に切ることができません。
次のような状況が見られる土地の所有者の方は、樹木の伐採、または枝払いをお願いします。

1　道路、歩道へ樹木が張り出している。
2　枯れ木、折れ枝などによる通行への支障がある、またはその恐れがある。
3　竹木の繁茂により通行への支障がある、またはその恐れがある。
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農林業に関する村の主な補助金・交付金等です。
営農・松枯れ防止に補助金をご活用ください。

1.	 農業農村整備支援事業
	 �　土地改良施設の補修、改良等を協働で行う任意の団体に対して必要な工事用原材料等の物

品で村長が認めたものを支給します。申請書に必要な工事用原材料等の物品を記載し事業開
始の1月前までに申請してください。

2.	 農作物振興交付金
	 �　村が奨励する作物を出荷していただいた量に応じて交付します。
	 　　１㎏あたり… … 大豆120円、そば160円、小麦50円、雑穀50円、えごま160円
	 　　60㎏あたり… … はぜかけ米500円

3.	 有害獣防除対策事業補助金
	 �　シカやイノシシなどの有害鳥獣から農作物を守るための電気牧柵等の購入費を2分の1以

内※で補助します。（※上限30万円）

4.	 松くい虫被害防除対策事業補助金
	 �　所有者等が自ら実施、または委託して実施する、墓地や宅地で枯れている松の伐倒駆除や、

松枯れ防止のための薬剤の購入費用を補助します。

事業の種類 補助対象経費 補助金額 限度額

伐倒駆除 伐倒処理１申請に要する経費

補助対象経費の
２分の１以内

100,000 円

地上散布
年度内２回を限度とした、
５月～７月に実施する
地上散布薬剤の購入経費

5,000 円

樹幹注入 薬剤の１本の購入に要する経費 1,500 円

5.	 有害獣防止柵設置事業
	 �　区又は常会・住民組織・農業者等により構成されている団体等が、有害鳥獣被害防止のため、

自ら防止柵の設置事業を行う場合に資材を提供します。

6.	 木質バイオマスの熱利用推進事業補助金
	 �　木材を燃料とするストーブまたはボイラーの購入費を2分の1以内※で補助します。
	 　（※上限５万円）

詳細は産業課（TEL 66-2111）までお問い合わせください。

大沢農産物加工施設後利用事業者の決定について
　令和4年3月29日（火）に、大沢農産物加工施設後利用事業プロポーザル選定委員会を開催
し、応募いただきました「株式会社エルドラド」様を後利用事業者として選定しました。
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お問い合わせ先  筑北村農業委員会事務局  TEL 66-2111

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑北村・麻績村農業委員会

作業の種類 単価 標準賃金 備考

農
作
業

一 般 作 業
１時間当り

880 円

せ ん 定 作 業 1,390 円 果樹の剪定等

機
　
　
械

水田耕起
ロータリー

10a 当り

7,720 円 トラクター等

耕起プラウ 9,700 円 深く、天地返しのような作業

水田代掻

ロータリー
ドライブハロー 9,200 円

プラウ後代掻 10,100 円

田 植 機 械 植 8,700 円

稲 刈 り
バインダー 8,700 円 結束ヒモは委託者持

コンバイン 20,400 円 圃場の状態（水管理）により加算

脱穀作業 ハーベスタ 9,400 円 カッター付は２割増

畑 耕 起

普 通 畑 7,800 円

盛土畦立 6,200 円

畦　　立 4,200 円

あ ぜ ぬ り 1m 当り 60 円

草 刈 り １時間当り 1,530 円

オ ペ レ ー タ ー １日当り 15,700 円

条
件

１）　農地の位置、地形環境等により両者の話し合いで決める。
２）　耕起の深さは 12cm 以上とし、代掻は完全仕上げとする。
３）　１日の実労働時間は８時間とし、賃金の精算は１ヶ月以内とする。
４）　機械と燃料は運転者負担とする。

たい肥価格 4,000 円～
8,000 円

２t 車１台完熟たい肥として、現地までの運搬費を含む。
（たい肥の程度により、両者の話し合いによる）

令和4年度筑北村・麻績村　農作業標準賃金令和4年度筑北村・麻績村　農作業標準賃金
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村では、村内の飲食店で利用できるプレミアム付食事券を 2,000 セット限定で販
売しています。ぜひお買い求めください。

●販売期間：令和 4 年 5 月 31 日（火）まで
●販 売 額：5,000 円分の食事券セットを 3,000 円で販売
●利用期間：令和 4 年 4 月 29 日（金）

  ～ 令和 5 年 1 月 15 日（日）
●販売場所：筑北村役場、坂北・坂井支所、筑北村商工会（移動販売車含む）、

　　　　　　 西条温泉とくら、差切峡温泉坂北荘、草湯温泉冠着荘
●購入条件：1 世帯 2 セットまで

  ※購入には各世帯へ配布した引換券が必要です。
  ※販売が予定数量に達しない場合は追加販売する場合があります。

●そ の 他：利用できる飲食店や詳細は、各世帯に配布したチラシをご覧ください。

村では温泉施設の活性化及び地域住民の健康増進と憩いの場としての利用を促進す
るため、温泉施設の無料入浴券をお一人様 3 枚配布しました。ぜひご利用ください。

●利用できる温泉施設：西条温泉とくら、差切峡温泉坂北荘、草湯温泉冠着荘
●利 用 で き る 期 限：令和 5 年 3 月 31 日（金）まで

※感染予防のため、マスクを着用しお出かけください。

お問い合わせ先　観光課　TEL ６６‒2111

筑北村プレミアム付食事券を販売しています筑北村プレミアム付食事券を販売しています

温泉施設無料入浴券をご利用ください温泉施設無料入浴券をご利用ください

聖南中学校・修学旅行で西条温泉とくらへ聖南中学校・修学旅行で西条温泉とくらへ
楽しみにしていた京都への修学旅行が新型コロナのた

め、とくらを拠点に２泊３日の県内を巡る旅へ変更となり
ました。中学校とは国道を挟んだだけで、いつもと代わり
映えの無い物足りなさもあったことでしょう。そこで従業
員一同、精一杯のおもてなしに心掛けました。特に夕食後
にはとくらの望遠鏡で月をご覧いただけたのが印象的でし
た。３日間滞在中、生徒の皆さんには大変感心させられま
した。礼儀正しさはもちろん、食事の食べ残しが皆無でし
た。このことからも聖南中学校は間違いなく素晴らしい学
校と公言できます。普段からの先生方のご指導や親御さん
の教育の賜物と言えますが、閉鎖的な世の中で、生徒さん
の行動に何か光が差したようでした。聖南中学校の皆さん、
ありがとうございました。（とくら支配人より）
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光
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。
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介
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！今

回
は
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
最
も
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る
背
骨
を
中
心
に
動
か
し
て
い

き
ま
し
た
。
普
段
意
識
を
向
け
な
い
と

こ
ろ
に
意
識
を
向
け
て
動
か
し
て
い
く

の
で
、
あ
っ
て
い
る
の
か
な
？
と
混
乱

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

��

活
動
報
告

活
動
報
告
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●
産
業
課
の
協
力
隊
よ
り
●

【
春
で
す
ね
～
】

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！　

坂
井

い
ち
ご
園
の
冨
田
で
す
。
５
月
に
入
り

新
緑
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
冨
田
の

花
粉
症
も
か
な
り
治
ま
り
調
子
よ
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。
農
繁
期
で
忙
し
い
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
体
調
に
気
を
付

け
て
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。坂

井
い
ち
ご
園
で
は
シ
ー
ズ
ン
も
終

盤
に
さ
し
か
か
り
残
す
と
こ
も
あ
と
わ

ず
か
で
す
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に

来
て
い
た
だ
い
た
事
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
来
年
の
苗

づ
く
り
の
段
取
り
を
し
つ
つ
新
た
に
試

し
た
い
事
な
ど
を
で
き
る
範
囲
の
中
で

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、

さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
30
分

の
短
い
レ
ッ
ス
ン
の
後
に
は
、
最
初
に

比
べ
る
と
動
き
や
す
く
な
っ
た
、
ス
ッ

キ
リ
し
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
と
笑
顔
で

終
え
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

ご
参
加
の
方
か
ら
は
ま
た
や
っ
て
み

た
い
、
と
い
う
お
声
も
い
た
だ
け
た
の

で
継
続
的
な
実
施
に
向
け
て
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
詳
細
決
ま
り
ま
し
た

ら
報
告
し
ま
す
ね
。

�

高
越
美
知
子

前
回
協
力
隊
２
年
目
の
抱
負
と
し
て
パ

ソ
コ
ン
に
詳
し
く
な
る
事
を
挙
げ
ま
し

た
が
、
な
ん
と
、
ち
ゃ
ん
と
上
達
し
て

お
り
ま
す
（
笑
）。
そ
れ
も
目
を
見
張

る
ぐ
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
（
笑
）。
冗

談
は
さ
て
お
き
や
っ
ぱ
り
素
人
レ
ベ
ル

な
の
で
パ
ソ
コ
ン
の
先
生
に
な
っ
て
く

れ
る
方
、
募
集
中
で
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
冨
田
ま
で
！　

最
後
に
も
う
一
つ

追
加
で
抱
負
を
発
表
し
ま
す
。
家
庭
菜

園
を
す
る
！　

以
上
で
す
！

�

冨
田　

陽
介

●
企
画
財
政
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
村
外
と
の
関
わ
り
」

筑
北
村
の
厳
し
い
寒
さ
が
過
ぎ
、
山

が
新
緑
に
輝
く
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
個
人
的
に
は
こ
の
時
期
が
１

番
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

自
身
初
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
を
３
月
に

行
い
ま
し
た
。
内
容
は
昨
今
流
行
り
の

ア
ウ
ト
ド
ア
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日

は
村
内
外
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
、
ま

た
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
感
じ
た
の
は
、
参
加
者
同
士
が
交

流
で
き
る
場
を
作
る
こ
と
で
つ
な
が
り

が
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
事
で
す
。

村
内
の
方
と
村
外
の
方
が
交
流
す
る

こ
と
で
「
村
で
暮
ら
し
て
み
た
い
」
や

「
暮
ら
す
の
は
難
し
い
け
ど
外
か
ら
関

わ
る
」「
ま
た
遊
び
に
来
た
い
」
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
で
村

外
の
方
を
呼
び
込
む
の
は
慎
重
に
な
る

時
期
で
す
が
、
し
っ
か
り
対
策
を
取
り

な
が
ら
少
し
ず
つ
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

佐
野　

航
太

22



松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）
令和４年６月３日（金）から６月10日（金）まで申込期間 （※申込方法は、期間内必着、簡易書留で郵送）

来年４月に採用予定の松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）を次のとおり実施します。
■募集内容

平成6年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた人で、
大学卒業程度の学力を有する人（日本国籍を有する人）上 級 消 防 若干名

試験区分 採用予定者 受験資格

松本広域消防局ホームページは、  http://www.m-kouiki119.jp/matsu/MatsuServ
松本広域連合ホームページは、  http://www.m-kouiki.or.jp

■第１次試験（教養・適性・体力試験）
⑴ 日程：令和 4 年 6 月 26 日（日） ⑵ 場所：教養試験　松本市役所波田支所（松本市波田 4417-1）

　　 　　体力試験　松本市波田体育館（松本市波田 10098-1）

■申込期間
郵送事故防止のため、必ず、簡易書留で郵送してください。新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
本人持参の申込みは受け付けません。

令和4年6月3日（金）から6月10日（金）まで （※ 必着）

〒390－1401
長野県松本市波田4417番地1　松本市役所波田支所４階
松本広域連合事務局総務課　　電話 0263-87-5460

■試験案内・申込用紙
※郵送希望の方は、１４０円切手を貼付し、送付先の

住所・氏名を記載した角型２号の返信用封筒を
同封のうえ、赤字で「試験案内希望」と明記して、
お早めに、次の宛先に請求してください。

松本広域連合又は松本広域消防局ホームページからダウンロードし、使用してください。

令和４年度 自衛官等募集案内令和４年度 自衛官等募集案内
防衛省では、下記の予定で特別職国家公務員「自衛官等」の受付及び試験を実施します。

自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」
松本市深志 2-6-5  マルナカ深志ビル１Ｆ　TEL：0263-36-2787お問い合わせ先

試 験 種 目 応募資格 受付期間 試 験 日

自衛官候補生 男 子 18 歳以上  33 歳未満 年間を通じて行って 
おります。 受付時にお知らせします。女 子

一般曹候補生 男・女 18 歳以上  33 歳未満 7月1日 ～ 9月5日
1次：9月15～18日
2次：10月8日～23日

（いずれか１日を指定されます。）

航 空 学 生 男・女
海：高卒（見込含）23 歳未満
空：高卒（見込含）21 歳未満

7月1日 ～ 9月8日
1次：9月19日
2次：10月15～20日
3次：�（海）11月18日～12月14日
3次：�（空）11月12日～12月15日

防
衛
大
学
校
学
生

推薦 男・女 高卒（見込含）21 歳未満。
学校長の推薦が必要 9月5日 ～ 9月9日 9月24･25日

総合
選抜 男・女 高卒（見込含）21 歳未満の者

( 自衛官は 23 歳未満 ) 9月5日 ～ 9月9日 1次：9月24日
2次：10月29日・30日

一般 男・女 高卒（見込含）21 歳未満の者
( 自衛官は 23 歳未満 ) 7月1日 ～ 10月26日 1次：11月5日・6日

2次：12月6日～10日
防衛医科大学校

医学科学生 男・女 高卒（見込含）21 歳未満の者 7月1日 ～ 10月12日 1次：10月22日
2次：12月14日～16日

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）
男・女 高卒（見込含）21 歳未満の者 7月1日 ～ 10月5日 1次：10月15日

2次：11月26日・27日
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編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条 4195 番地
電話 0263-66-2111
FAX 0263-66-3370

今回の内容
●３月定例会一般質問
●審議事項及び結果
●選挙管理委員会からのお知らせ

筑
北
村第

99
号

議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
５
月
19
日
発
行

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
長
な

ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
持
ち
時
間

の
中
で
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の

方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信
や
疑
問

を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
報
告
や

説
明
を
求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
一
般
質
問
に
よ
り
、
執
行
機

関
の
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
政
治
責
任
を
明
確
に
さ
せ

ま
す
。
結
果
と
し
て
「
現
行
の
政
策

変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」
さ

せ
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

内
容
を
要
約
し
て
登
壇
順
（
質
問

順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ �

紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
か
っ

た
質
問
も
あ
り
ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

11人の議員が発言 …… 3月定例会
登壇順
（質問順） 質　問　内　容 議員名

1 1 �令和４年度予算の重点事業と財政運営の考え方について
2 �高速情報通信網事業と防災ラジオ事業について

窪寺　　務
（p25）

2

1 �令和４年度当初予算の主要施策と財政健全化について
2 �新年度予算編成における「スマートインターチェンジに
よる産業振興と雇用」への取り組みについて

3 �「防災・減災と筑北の豊かな自然」について
4 �とくら温泉へのまきボイラー設置検証について
5 �草湯温泉冠着荘の新指定管理地元への説明について

小山　正博
（p25）

3
1 �移住促進策について
2 �コロナ第6波での小中学校への影響とリモートによる授業について
3 �ワクチン追加接種について

玉井　玲子
（p26）

4 1 �課題に対する各課の連携について
2 �企業等誘致について

3 �教育分野の今後の取組について
4 �専門員等について

藤原　孝一
（p27）

5

1 �副村長選任の考えについて
2防災ラジオ運用の見直しについて
3 �村土地利用計画、農業振興地域整備�
計画見直について

4旧筑北小学校の後利用について

5 �筑北スポーツクラブ委託料実績精算�
について

6 �宅地造成事業特別会計廃止に伴う�
未売却地の活用計画について

7公共交通会議開催について	
8観光協会設立の考え方について

吉池　昌昭
（p28）

6
1 �（仮称）筑北スマートインターチェンジ�
付近へ道の駅建設について

2スクールバス等の車検整備について

3教育委員会事務事業について
4緊急放送について 宮下　敏彦

（p29）

7 1太陽光発電について	
2中学校の通学方法について

3防犯カメラ設置について 山田　直幸
（p29）

8 1タイケン学園と村との協定書について	
2村の一人暮らし世帯について

3コロナワクチン接種について	
4村内通学路の点検について

櫻井　新一
（p30）

9 1 �チクホク新時代の新村長として�
令和 4年度予算編成について

2行財政改革の方向性について	
3公共事業と住民サービスについて

勝田　　昇
（p31）

10
1支所の役割について
2若者定住の住宅建設・村営住宅のリフォームについて
3村の防災対策と環境維持のために電気自動車のリース契約について

鎌田　欣子
（p32）

11

1携帯電話等エリア整備事業の活用による環境整備について
2気象庁との連携による地域防災力の強化について
3ＤＸの推進におけるマイナンバーカードの普及促進について
4女性デジタル人材育成について
5テレビ松本 11チャンネルインフォメーションの活用について

一之瀬茂幸
（p33）

村
の
考
え
を
問
う

村
の
考
え
を
問
う
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質
問　
村
長
が
最
も
力
を
入
れ
る
事
業

と
そ
の
目
標
や
効
果
を
伺
う
。

村
長　
仮
称
筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
を
挙
げ
る
。

　

来
年
春
の
供
用
開
始
に
向
け
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
に
よ
っ
て
工
事
が
急

QQ   � �

令
和
４
年
度
の
重
点
事
業
と

令
和
４
年
度
の
重
点
事
業
と

財
政
運
営

財
政
運
営

AA  �  �

５
年
春
供
用
開
始
予
定
の

５
年
春
供
用
開
始
予
定
の  

仮
称
筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

仮
称
筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業

チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業

窪
くぼ

寺
てら

 　務
つとむ

議 員

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お
り
、
整
備
事
業
費

負
担
金
は
２
億
７
３
２
万
円
を
予
定
し

て
い
る
。高
額
な
事
業
費
だ
が
、補
助
金
、

交
付
金
、国
か
ら
の
支
援
金
、有
利
な
起

債
を
活
用
し
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
図

り
進
め
る
。

建
設
課
長　
高
速
道
路
の
利
便
性
、
雇

用
の
創
出
、農
産
業
の
支
援
、緊
急
医
療

の
支
援
、防
災
機
能
の
向
上
、交
流
人
口

の
増
加
等
整
備
効
果
が
見
込
め
る
。

�

質
問　
住
民
に
向
け
て
特
に
力
を
入
れ

る
事
業
を
伺
う
。

村
長　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し

て
実
施
す
る
生
活
応
援
商
品
券
事
業
を

挙
げ
る
。
村
民
の
皆
様
が
公
平
に
受
け

取
れ
る
こ
と
を
一
番
に
考
え
、
令
和
３

年
度
と
同
様
１
人
２
万
円
の
商
品
券
を

配
布
す
る
。

�

質
問　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
等
一
般

財
源
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
財
政

運
営
の
考
え
方
を
伺
う
。

村
長　
予
算
規
模
、
村
債
と
公
債
費
、

地
方
交
付
税
の
動
向
、
基
金
残
高
と
地

方
債
残
高
の
推
移
に
つ
い
て
問
題
な

し
と
確
認
し
た
。
今
後
の
財
政
運
営

に
お
い
て
も
、
客
観
的
、
多
角
的
な
検

証
を
行
い
つ
つ
、
財
政
健
全
化
を
念
頭

に
進
め
る
。

高
速
情
報
通
信
網
事
業
と�

防
災
ラ
ジ
オ
事
業

質
問　
村
長
は
現
行
シ
ス
テ
ム
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
か
伺
う
。

村
長　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
、
テ

レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
と
し
て
の
現

行
シ
ス
テ
ム
に
一
定
の
評
価
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
身
近
な
放
送
が
で
き
な
い
点
は
残
念

に
感
じ
て
い
る
。

�

質
問　
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
け
で
は
情

報
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
確
実
に

伝
わ
り
多
目
的
に
使
え
る
告
知
放
送
事

業
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
伺
う
。

総
務
課
長　
確
実
な
情
報
伝
達
方
法
と

し
て
、
防
災
行
政
無
線
設
備
の
更
新
を

検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
情
報

伝
達
の
多
重
化
、
多
様
化
を
検
討
し
て

い
く
。

�

質
問　
防
災
面
で
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、

広
報
と
し
て
の
仕
組
み
も
是
非
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

太
田
村
長
公
約
下
の
４
年

度
予
算
は
、
前
年
度
よ
り
２
億
７
，

９
０
０
百
万
円（
６
．
７
％
）増
の
総
額

44
億
７
，
９
０
０
万
円
だ
。
当
村
は
自

主
財
源
に
乏
し
く
国
の
交
付
金
は
減
額

見
込
み
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
対
策
に

よ
り
増
額
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
財
政

QQ   � �

令
和
４
年
度
当
初
予
算
の

令
和
４
年
度
当
初
予
算
の  

主
要
施
策
と
財
政
健
全
化

主
要
施
策
と
財
政
健
全
化

AA  �  �

公
共
施
設
統
廃
合
の
推
進
等

公
共
施
設
統
廃
合
の
推
進
等

小
こ

山
やま

 正
まさ

博
ひろ

議 員

防災ラジオ
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の
厳
し
さ
に
変
わ
り
は
な
い
。
主
要

施
策
と
財
政
健
全
化
、
安
定
対
策
を
伺

う
。

村
長　
第
一
は
、
公
共
施
設
の
統
廃
合

を
推
進
し
、
低
使
用
度
の
公
衆
ト
イ
レ

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
を
除
去
す
る
。

二
番
目
は
、
民
間
活
力
を
導
入
し
若
者

向
け
住
宅
の
建
設
で
あ
る
。
三
番
目
は
、

施
設
の
長
寿
命
化
と
し
て
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
を
意
識
し
た
改
修
計
画
と
予
算

処
置
が
必
要
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
よ
る

産
業
振
興
と
雇
用
へ
の
取
り
組
み

質
問　
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し

た
企
業
誘
致
と
県
内
物
流
の
拠
点
化
へ

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

村
長　
現
在
コ
ロ
ナ
の
状
況
で
村
外
へ

出
向
い
て
の
営
業
が
難
し
い
が
、
村
外

の
来
客
に
対
し
て
村
の
魅
力
（
県
内
各

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
土
地
が
安

価
）を
広
報
す
る
。

防
災・減
災
と
筑
北
の
豊
か
な
自
然

質
問　

村
の
基
盤
で
あ
る
農
業
振
興

の
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み
（
荒
廃
農

地
・
獣
害
対
策
等
）に
つ
い
て
、本
年
度

８
０
０
頭
余
の
鹿
が
駆
除
さ
れ
た
が
、

そ
れ
ら
を
資
源
と
し
て
有
効
活
用
す
る

か
伺
う
。

産
業
課
長　
村
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
そ
ば
栽
培
と
ジ
ビ
エ
活
用
に
よ
る

産
業
振
興
の
調
査
研
究
を
す
る
と
の
記

載
が
あ
る
。
４
年
度
に
ジ
ビ
エ
振
興
費

を
予
算
科
目
に
新
設
し
た
（
村
長
補
足

と
し
て
先
進
地
視
察
で
大
鹿
村
を
予
定

し
て
い
る
）。

西
条
温
泉
と
く
ら
の
薪
ボ
イ
ラ
ー�

設
置
検
証

質
問
　
設
置
効
果
を
伺
う
。

観
光
課
長
　
村
は
、
令
和
２
年
度
に
策

定
し
た
地
球
温
暖
化
計
画
に
基
づ
き
、

２
０
５
０
年
の
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

灯
油
使
用
量
は
、元
年
度
が
、11
万
４
，

０
０
０
リ
ッ
ト
ル
。
２
年
度
が
７
万
８
，

０
０
０
リ
ッ
ト
ル
。
３
年
度
の
見
込
み

が
、７
万
リ
ッ
ト
ル
。
４
年
度
は
、５
万

リ
ッ
ト
ル
ま
で
削
減
し
た
い
。

　

灯
油
が
削
減
さ
れ
た
分
、
薪
を
多
く

使
用
す
る
の
で
村
内
の
資
源
循
環
が
生

ま
れ
、社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者（
薪

の
製
造
・
投
入
の
委
託
先
）の
就
労
支
援

に
つ
な
が
る
。

草
湯
温
泉
冠
着
荘・新
指
定
管
理
者

に
よ
る
地
元
住
民
説
明

質
問
　
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て

学
校
法
人
光
和
学
園
が
選
定
さ
れ
た
が
、

運
営
方
針
等
の
説
明
会
開
催
の
遅
れ

（
当
初
１
月
中
旬
の
予
定
）に
つ
い
て
伺

う
。

観
光
課
長
　
１
月
中
旬
予
定
が
、
先
方

と
の
協
議
の
遅
れ
で
、
２
月
で
調
整
し

た
が
コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
に
伴
い
集
会
を

開
催
で
き
な
か
っ
た
。
３
月
27
日
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
今
後
チ
ラ
シ
ま
た
告

知
放
送
で
周
知
す
る
。

質
問
　
過
去
10
年
の
移
住
者
の
世
帯
数

と
人
数
、
転
出
者
の
世
帯
数
と
人
数
を

尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長
　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

を
通
し
て
50
世
帯
１
０
８
人
が
移
住
し

て
い
る
。
転
出
者
は
、
６
世
帯
10
人
と

把
握
し
て
い
る
。

QQ   � �

移
住
促
進
策

移
住
促
進
策

AA  �  �

個
人
で
改
修
を
行
う
場
合
も

個
人
で
改
修
を
行
う
場
合
も

補
助
金
対
象
と
す
る
こ
と
を

補
助
金
対
象
と
す
る
こ
と
を

検
討
検
討

玉
たま

井
い

 玲
れい

子
こ

議 員

西条温泉とくら薪ボイラー

移住希望者用パンフレット
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�
質
問
　
空
き
家
に
対
す
る
補
助
金
の
執

行
状
況
と
今
後
の
拡
充
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長
　
令
和
３
年
度
は

空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
８
件
、

１
５
４
万
９
，
１
０
０
円
。
空
き
家

改
修
事
業
補
助
金
10
件
４
６
４
万
３
，

０
０
０
円
の
執
行
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

拡
充
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
個
人

で
改
修
を
行
う
場
合
も
補
助
金
の
交
付

対
象
と
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

�

質
問
　
賃
貸
住
宅
の
確
保
に
民
間
事
業

者
を
活
用
す
る
施
策
の
進
捗
状
況
を
尋

ね
る
。

村
長
　
村
が
資
金
を
助
成
し
て
民
間
に

建
設
か
ら
管
理
運
営
を
委
託
す
る
方
式

を
現
在
前
向
き
に
検
討
中
。

�

質
問
　
移
住
・
定
住
に
専
任
の
職
員
の

配
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長
　
村
の
庁
舎
は
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
で

月
平
均
１
件
程
度
な
の
で
専
任
職
員
で

は
な
く
各
担
当
課
で
対
応
し
て
い
く
。

今
後
窓
口
で
の
相
談
や
手
続
き
の
利
便

性
を
高
め
て
い
き
た
い
。　

コ
ロ
ナ
第
６
波
で
の
小
中
学
校
へ
の

影
響
と
リ
モ
ー
ト
授
業

質
問　
コ
ロ
ナ
発
生
に
伴
う
小
中
学
校

の
欠
席
者
数
を
尋
ね
る
。

教
育
長　
１
月
27
日
か
ら
３
月
３
日
ま

で
の
延
べ
人
数
で
本
人
の
発
熱
症
状
で

小
学
校
35
人
、
中
学
校
28
人
。
家
族
の

発
熱
症
状
で
小
学
校
31
人
、
中
学
校
29

人
。
自
粛
に
よ
る
欠
席
が
小
学
校
７
人
。

合
計
１
３
０
人
。

�
質
問　
リ
モ
ー
ト
授
業
の
進
捗
状
況
と

来
年
度
の
進
め
方
を
尋
ね
る
。

教
育
長　
小
学
校
で
は
、
麻
績
小
や
生

坂
小
と
リ
モ
ー
ト
交
流
を
実
施
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
授
業
参
観
を
行
っ
た
。
中

学
校
で
は
リ
モ
ー
ト
授
業
が
行
え
る
状

況
で
、
出
席
停
止
の
生
徒
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

に
よ
る
授
業
配
信
を
行
っ
た
。

ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

質
問　
12
歳
か
ら
18
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
実
施
状
況
を
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　
３
月
５
日
で
２
回
接

種
済
み
１
２
９
名
。接
種
率
は
83
・
８
％
。

�

質
問　
ネ
ッ
ト
予
約
の
実
施
状
況
と
今

後
の
予
約
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　
３
月
７
日
の
予
約
数

は
１
，
４
０
８
件
ネ
ッ
ト
予
約
が
76
・

３
％
、電
話
予
約
が
23
・
７
％
で
ネ
ッ
ト

予
約
が
多
く
利
用
さ
れ
た
。
今
後
の
予

約
方
法
は
ネ
ッ
ト
と
電
話
の
両
方
を
活

用
し
て
い
く
予
定
。

質
問　
課
題
に
対
し
て
、
各
課
の
連
携

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
尋
ね
る
。

村
長　
組
織
横
断
的
な
課
題
解
決
に
向

け
て
、
事
業
ス
タ
ー
ト
の
段
階
か
ら
一

体
感
の
あ
る
体
制
を
つ
く
る
。
い
ま

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
陣
頭
指
揮
を

と
っ
て
い
く
。

�

質
問　
村
長
が
常
に
リ
ー
ダ
ー
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。

村
長　
事
業
の
主
体
を
明
確
に
し
た
中

QQ   � �

課
題
に
対
す
る
各
課
の
連
携

課
題
に
対
す
る
各
課
の
連
携

AA  �  �

全
課
が
横
の
繋
が
り
を
確
認

全
課
が
横
の
繋
が
り
を
確
認  

し
な
が
ら
課
題
解
決
し
て
い
く

し
な
が
ら
課
題
解
決
し
て
い
く

藤
ふじ

原
わら

 孝
こう

一
いち

議 員

で
連
携
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

企
業
等
誘
致

質
問　
企
業
誘
致
を
ど
の
よ
う
な
形
で

実
施
す
る
か
尋
ね
る
。

観
光
課
長　
誘
致
で
き
る
の
は
二
区
画

と
考
え
て
い
る
。
一
区
画
は
決
定
し
て

い
る
。
一
区
画
は
興
味
を
持
っ
て
い
る

業
者
が
あ
り
、
条
件
等
検
討
し
て
い
る

が
、
現
在
募
集
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

企
業
誘
致
に
は
全
体
構
想
が
必
要
な
の

で
、
今
後
コ
ン
サ
ル
等
へ
の
委
託
を
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�

質
問　

永
続
的
に
誘
致
企
業
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
が
、
大
事
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

観
光
課
長　
当
然
誘
致
し
た
ら
そ
れ
で

終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
が
大
変
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
村
と
県
等
連
携
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

村
長　
誘
致
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

は
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
一
番
大
事
と
考
え
る
。

教
育
分
野
の
今
後
の
取
り
組
み

質
問　
第
一
回
総
合
教
育
会
議
の
感
想
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を
尋
ね
る
。

村
長　
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
教
育

全
般
に
わ
た
っ
て
意
見
交
換
が
で
き
、

課
題
の
認
識
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
今
後
随
時
開
催
し
、情
報
共
有
、課

題
解
決
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

�

質
問　
統
合
の
枠
組
み
も
終
わ
り
生
活

環
境
、
学
校
環
境
等
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
の
方
が
充
実
感
を
持
て
る
環
境
が

重
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

村
長　
ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
を
い
か
に

図
っ
て
い
く
か
が
大
変
重
要
と
感
じ
て

い
る
。
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に
つ
い

て
、
今
後
総
合
教
育
会
議
を
重
ね
る
中

で
、
様
々
な
検
討
を
加
え
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　
令
和
４
年
度
予
算
に
は
副
村
長

の
予
算
が
無
い
が
、今
後
４
年
間
、ど
の

よ
う
な
考
え
で
や
っ
て
い
く
の
か
。

村
長　
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

村
政
運
営
に
支
障
が
出
た
ら
、
議
会
の

皆
さ
ん
に
相
談
し
て
判
断
し
た
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
運
用
の
見
直
し

質
問　
防
災
ラ
ジ
オ
導
入
の
説
明
に
は
、

現
在
の
状
況
と
説
明
が
さ
れ
た
が
、
現

状
を
見
れ
ば
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
放
送
、広
報

ち
く
ほ
く
、広
報
も
、あ
り
き
た
り
の
内

容
ば
か
り
、
何
回
も
何
回
も
放
送
し
て

い
る
。
村
で
急
を
要
す
る
、
断
水
な
ど

の
放
送
が
聞
こ
え
な
い
。
今
後
改
善
を

す
る
話
だ
が
、
昔
よ
り
情
報
伝
達
が
今
、

後
退
し
て
い
る
。
半
数
が
高
齢
者
、
ぜ

ひ
前
と
同
じ
水
準
に
お
願
い
し
た
い
。

QQ   � �

副
村
長
選
任
の
考
え

副
村
長
選
任
の
考
え

AA  �  �

必
要
と
判
断
し
た
場
合

必
要
と
判
断
し
た
場
合  

議
会
に
相
談

議
会
に
相
談

吉
よし

池
いけ

 昌
まさ

昭
あき

議 員

村
の
土
地
利
用
計
画
と
農
業
振
興�

地
域
整
備
計
画
の
見
直
し

質
問　
合
併
17
年
農
業
者
の
減
少
や
、

荒
廃
農
地
の
増
加
、工
業
団
地
計
画
、若

者
住
宅
な
ど
、
今
後
村
の
将
来
を
見
越

し
た
、
二
つ
の
計
画
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
。

企
画
財
政
課
長　
土
地
利
用
計
画
は
国

土
利
用
計
画
に
基
づ
き
、
村
の
区
域
に

つ
い
て
策
定
、
義
務
化
は
さ
れ
て
い
な

い
。
土
地
利
用
の
状
況
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
の
で
、
時
期
が
来
て
い
る
と

考
え
る
。
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

産
業
課
長　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、
合
併
時
旧
村
の
計
画
を

統
合
し
て
か
ら
全
体
的
な
見
直
し
を
し

て
い
な
い
。
荒
廃
地
の
増
加
な
ど
、
現

状
と
合
わ
な
い
状
況
が
増
え
て
い
る
の

で
、全
体
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
関

係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
と
い
う
形
で

考
え
て
い
る
。

村
長　
重
要
な
村
の
基
本
に
関
わ
る
部

分
、検
討
し
た
い
。

旧
筑
北
小
学
校
の
跡
地
利
用

質
問　
旧
筑
北
小
学
校
の
無
償
譲
渡
と

い
う
こ
と
で
、
何
回
も
質
問
し
て
い
る
。

３
月
22
日
選
定
委
員
会
が
決
ま
っ
て
い

る
。
例
え
話
を
申
し
上
げ
る
が
、
タ
イ

ケ
ン
学
園
が
村
に
来
る
と
き
の
計
画
は
、

２
６
０
人
の
生
徒
が
村
内
生
活
し
て
、

最
終
的
な
村
の
経
済
効
果
が
１
億
８
，

０
０
０
万
円
あ
る
と
い
う
数
字
が
出
て

い
る
。
現
状
を
見
る
と
、
生
徒
数
は
90

人
に
達
し
な
い
。
そ
れ
が
成
果
と
い
え

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
今
回
の
譲
渡
で

も
１
業
者
し
か
応
募
が
な
い
。
前
例
も

あ
る
の
で
、
５
年
間
は
賃
貸
で
検
証
し

て
で
も
遅
く
な
い
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

企
画
財
政
課
長　
議
会
や
住
民
説
明
会

に
お
い
て
将
来
世
代
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
譲
渡
、公
募
も
無
償
譲
渡
で

あ
る
こ
と
か
ら
、方
針
の
変
更
は
な
い
。

　土地利用計画図（坂井）
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質
問　
村
内
の
農
産
物
直
売
所
等
を
集

約
し
雇
用
促
進
も
兼
ね
備
え
た
筑
北

村
の
拠
点
づ
く
り
（
仮
称
）「
道
の
駅
筑

北
」の
建
設
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

観
光
課
長　
県
内
の
34
箇
所
あ
る
道
の

駅
と
の
差
別
化
が
難
し
く
採
算
も
厳
し

い
た
め
建
設
は
し
な
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
車
検
整
備

質
問　
運
行
管
理
委
託
業
者
に
村
が
貸

付
け
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
車
検
整

備
が
、
村
外
整
備
工
場
で
整
備
さ
れ
て

い
る
。
県
内
自
治
体
で
も
例
が
な
い
。

委
託
仕
様
書
の
見
直
し
を
行
い
、
村
内

整
備
会
社
で
整
備
す
べ
き
と
思
う
が
尋

ね
る
。

村
長　
村
内
の
整
備
工
場
は
物
理
的
な

QQ   � �（
仮
称
）
筑
北
ス
マ
ー
ト

（
仮
称
）
筑
北
ス
マ
ー
ト  

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近  

へ
道
の
駅
建
設
に
つ
い
て

へ
道
の
駅
建
設
に
つ
い
て

AA  �  �

耐
用
年
数
ま
で
は
、
今
の
道

耐
用
年
数
ま
で
は
、
今
の
道

の
駅
を
活
用
し
集
客
を
図
る

の
駅
を
活
用
し
集
客
を
図
る

宮
みや

下
した

 敏
とし

彦
ひこ

議 員

面
で
難
し
い
。
委
託
業
者
に
は
企
業
努

力
の
範
囲
で
村
内
整
備
工
場
を
利
用
検

討
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
仕
様
書
の

詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
。
車
両
購
入

は
村
内
業
者
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
整
備
は
購
入
し
た
業
者
で
整
備
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
事
実
関
係
を
確

認
し
検
討
す
る
。

教
育
委
員
会
事
務
事
業

質
問　
令
和
２
年
度
決
算
審
査
意
見
書

に
本
城
収
蔵
庫
に
つ
い
て
令
和
４
年
度

取
り
壊
し
予
定
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
見
通
し
を
尋
ね
る
。

教
育
次
長　
地
元
住
民
か
ら
歴
史
あ
る

建
造
物
な
の
で
保
存
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
あ
り
検
討
中
。
収
蔵
物
の
整
理
等

は
計
画
的
に
進
め
る
。

�

質
問　
筑
北
型
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
」
令
和
４
年
度
導
入
を
目
指
す

と
し
て
い
た
が
、
今
後
の
見
通
し
を
尋

ね
る
。

教
育
長　
令
和
４
年
度
準
備
期
間
と
し

て
、
令
和
５
年
度
導
入
す
る
こ
と
で
決

定
し
た
。

�

質
問　
体
育
施
設
予
約
会
議
後
、
宿
泊

を
希
望
す
る
団
体
が
あ
れ
ば
、
教
育
委

員
会
と
観
光
課
と
連
携
し
村
内
宿
泊
施

設
の
活
用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
尋

ね
る
。

教
育
次
長　
通
年
予
約
し
た
団
体
に
優

先
権
が
あ
る
。
団
体
の
意
向
を
確
認
し

協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
。

緊
急
放
送

質
問　
住
民
の
意
見
を
伝
え
る
。

１　

�

隣
の
家
が
火
事
に
な
っ
て
も
わ
か

ら
な
い
。

２　

�

断
水
や
停
電
に
な
っ
て
も
原
因
、

復
旧
状
況
も
わ
か
ら
な
い
。

３　

�

刻
々
と
か
わ
る
災
害
情
報
が
聞
き

取
れ
ず
不
安
だ
。

４　

�

お
祭
り
の
放
送
等
が
で
き
ず
、
地

域
間
の
絆
が
薄
く
な
っ
た
。

　

意
見
を
集
約
す
る
と
、
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
が
聞
き
取
れ
ず
、
そ
の
対
策
と
し

て
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設
、
機
器
の
更
新

を
要
望
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
以
前

使
用
し
て
い
た「
防
災
行
政
無
線
、戸
別

受
信
機
に
戻
し
て
ほ
し
い
」今
後
、住
民

の
意
見
を
参
考
に
整
備
計
画
を
検
討
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

質
問　
崩
落
心
配
箇
所
へ
の
村
の
対
応

に
つ
い
て
尋
ね
る
。　

QQ   � �

乱
橋
地
区
設
置
の
太
陽
光

乱
橋
地
区
設
置
の
太
陽
光  

発
電
が
林
地
開
発
許
可

発
電
が
林
地
開
発
許
可  

制
度
の
対
象
に
あ
た
る
か

制
度
の
対
象
に
あ
た
る
か

AA  �  �

松
本
地
域
振
興
局
林
務
課
へ

松
本
地
域
振
興
局
林
務
課
へ  

確
認
し
開
発
許
可
の
対
象
に

確
認
し
開
発
許
可
の
対
象
に  

は
な
っ
て
い
な
い

は
な
っ
て
い
な
い

山
やま

田
だ

 直
なお

幸
ゆき

議 員

本城収蔵庫
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産
業
課
長　
各
所
有
者
へ
崩
落
個
所
へ

の
対
策
を
お
願
い
し
た
。
通
知
で
上
部

と
中
間
部
の
管
理
者
へ
境
界
の
部
分
は

パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
森
林
法
に
基
づ
き
、
あ
く

ま
で
も
木
を
育
て
る
山
と
な
る
た
め
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
３
，
０
０
０
本
の
針
葉
樹

を
植
林
す
る
よ
う
説
明
し
た
。
下
部
の

業
者
で
は
伐
採
届
に
記
載
さ
れ
た
植
林

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
所
有
者
へ

通
知
を
行
っ
た
。
村
と
し
て
今
後
は
、

植
栽
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
を
と
っ
て

い
く
。

�

質
問　
災
害
等
発
生
時
、
責
任
の
所
在

を
尋
ね
る
。

産
業
課
長　
筑
北
村
自
然
環
境
等
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
と
の
調

和
に
関
す
る
条
例
の
中
に
設
置
業
者
が

速
や
か
に
復
旧
を
行
う
こ
と
を
義
務
付

け
て
い
る
。
最
終
責
任
に
つ
い
て
は
所

有
者
に
責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�

質
問　
太
陽
光
発
電
へ
の
村
の
取
り
組

み
、条
例
の
改
正
を
尋
ね
る
。

村
長　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進

に
つ
い
て
は
賛
成
の
立
場
で
あ
る
。
個

人
の
所
有
地
に
建
設
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
個
人
の
財
産
権
は
保
証
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。
村
の
景
観
上
、
無
秩

序
な
太
陽
光
発
電
を
受
け
入
れ
て
い
く

つ
も
り
は
な
い
。
条
例
の
見
直
し
に
関

し
て
は
①
設
置
で
き
る
発
電
出
力
②
近

隣
住
民
と
の
合
意
形
成
の
在
り
方
③
抑

制
区
域
の
見
直
し
と
い
う
形
で
検
討
を

考
え
て
い
る
。

中
学
生
の
通
学
方
法

質
問　
村
営
バ
ス
の
活
用
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

教
育
長　
路
線
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

の
制
限
は
設
け
て
い
な
い
。
バ
ス
運
賃

の
助
成
に
つ
い
て
は
全
地
域
と
し
て
取

り
扱
う
べ
き
と
考
え
る
。

�

質
問　
「
子
育
て
は
筑
北
村
」の
通
学
方

法
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　
学
校
長
の
意
見
も
聞
い
た
う

え
、
他
の
自
治
体
の
通
学
方
法
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

村
長　
子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く
笑
顔

で
通
学
で
き
て
い
る
か
と
い
う
部
分
が

大
事
だ
と
思
う
。
当
然
危
険
が
な
い
と

い
う
こ
と
が
前
提
に
な
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

質
問　
行
方
不
明
者
捜
索
へ
の
活
用
を

考
え
カ
メ
ラ
の
増
設
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
う
。

総
務
課
長　
Ｊ
Ｒ
西
条
駅
・
坂
北
駅
・
冠

着
駅
の
３
カ
所
に
設
置
し
駐
車
場
等
の

録
画
を
し
て
い
る
。
カ
メ
ラ
増
設
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
更
新
等
の
費
用
負
担
等
も
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
撮
影
し
た
も
の
が
外
部
に
も
れ
な

い
よ
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
々
の
配
慮
を

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
課
題

に
な
る
。
増
設
は
難
し
い
状
況
で
あ
る

が
ご
意
見
を
い
た
だ
き
警
察
等
々
と
も

検
討
し
な
が
ら
協
議
を
す
す
め
た
い
。

質
問　
消
防
団
員
の
定
数
削
減
も
あ
る

こ
と
か
ら
ぜ
ひ
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　
タ
イ
ケ
ン
学
園
と
村
と
の
協
定

書
に
20
年
間
村
の
体
育
施
設
の
使
用
料

は
免
除
す
る
と
あ
る
が
、
新
村
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

村
長　
平
成
27
年
７
月
に
締
結
さ
れ
、

期
間
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
か
が
改
廃
を

申
し
入
れ
、
そ
の
合
意
が
な
い
限
り
効

力
は
失
わ
れ
な
い
。

　

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
の
誘
致
は
村

の
活
性
化
、
経
済
の
活
性
化
を
は
か
り
、

相
互
の
発
展
を
目
指
す
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。
ま
た
旧
本
城
小
学
校
の
跡
地

で
施
設
が
小
さ
く
、
授
業
や
部
活
に
は

支
障
が
生
じ
る
と
考
え
て
村
の
施
設
使

用
料
を
減
免
し
、
使
っ
て
も
ら
お
う
と

考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
開
校
し
て
ま

だ
６
年
な
の
で
支
援
が
必
要
と
感
じ
て

い
る
の
で
協
定
の
内
容
を
尊
重
し
た
い
。

QQ   � �

学
園
と
村
と
の
協
定
書
の
う

学
園
と
村
と
の
協
定
書
の
う

ちち
2020
年
間
運
動
施
設
無
料
と

年
間
運
動
施
設
無
料
と

い
う
協
定
に
つ
い
て
ど
う
考

い
う
協
定
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か

え
る
か

AA  �  �

協
定
の
内
容
を
尊
重
し
た
い

協
定
の
内
容
を
尊
重
し
た
い

櫻
さく

井
らい

 新
しん

一
いち

議 員

洗堀された土地
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村
の
一
人
暮
ら
し
へ
の
対
応

質
問　
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
て
、
引
き
取
り
手
が
な
い
時

村
の
対
応
は
。

住
民
福
祉
課
長　
以
前
親
族
が
わ
か
ら

な
い
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
そ
の
時
に
住
民
課
長
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で
対
応
し

た
。
今
後
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
村
で

は
支
え
あ
い
台
帳
を
作
り
管
理
し
て
い

る
。
緊
急
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

質
問　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
３
回

目
ま
で
の
予
約
か
ら
接
種
ま
で
の
流
れ

に
つ
い
て
の
問
題
点
は
。

住
民
福
祉
課
長　
当
初
混
乱
が
あ
っ
た

が
３
回
目
か
ら
は
日
時
と
場
所
を
指
定

し
通
知
し
た
。
ま
た
住
ま
い
の
地
域
を

固
め
、
隣
同
士
の
声
か
け
も
あ
っ
た
の

で
予
定
ど
お
り
接
種
で
き
た
。
４
回
目

は
国
か
ら
の
通
知
が
ま
だ
な
い
の
で
、

い
つ
開
始
と
は
言
え
な
い
が
来
た
と
き

は
今
行
っ
て
い
る
状
況
を
考
え
て
検
討

し
た
い
。

村
内
通
学
路
の
点
検

質
問　
県
内
に
２
，
２
４
０
か
所
の
危

険
箇
所
が
あ
る
。
村
で
は
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
保
護
者
等
に

そ
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
か
。

教
育
次
長　
長
野
県
交
通
安
全
運
動
推

進
本
部
か
ら
の
調
査
依
頼
に
よ
り
、
各

市
町
村
が
調
査
し
て
県
に
報
告
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
毎
年
関
係
機
関
を
集
め
て
筑

北
村
通
学
路
安
全
推
進
会
議
を
開
催
し

て
い
る
。

　

現
在
村
内
に
は
９
か
所
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
を
所

管
す
る
関
係
機
関
で
対
応
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
国
、

県
道
で
４
か
所
の
対
応
を
や
っ
て
も

ら
っ
た
。
残
り
５
か
所
は
検
討
中
。
�

質
問　
歩
車
道
の
区
別
が
な
い
所
が
あ

る
が
設
置
が
で
き
る
の
か
。

教
育
次
長　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
、例
え
ば
国
、県
道
で
あ
れ
ば

松
本
建
設
事
務
所
に
相
談
し
て
い
る
。

た
だ
費
用
が
か
か
る
の
で
計
画
的
に
す

す
め
た
い
と
返
事
を
も
ら
っ
て
い
る
。

質
問　
新
村
長
と
し
て
の
、
目
玉
政
策

と
予
算
配
分
を
伺
う
。

村
長　
コ
ロ
ナ
対
策
・
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
全
額
村
民
の

経
済
支
援
策
に
向
け
た
行
政
の
継
続

性
・
事
業
の
継
続
、過
去
の
投
資
を
無
駄

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
策
、
国

の
政
府
方
針
に
沿
う
、
行
政
Ｄ
Ｘ（
注
）、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
公
営
企
業
会

計
の
導
入
、消
防
団
員
の
待
遇
改
善
、目

QQ   � �

チ
ク
ホ
ク
新
時
代
の
新
村
長
と

チ
ク
ホ
ク
新
時
代
の
新
村
長
と

し
て
令
和
４
年
度
予
算
編
成

し
て
令
和
４
年
度
予
算
編
成

AA  �  �

第
２
弾
と
な
る
生
活
応
援
商

第
２
弾
と
な
る
生
活
応
援
商

品
券
事
業
を
実
施

品
券
事
業
を
実
施

勝
かつ

田
た

　 昇
のぼる

議 員

玉
事
業
は
、
第
２
弾
と
な
る
生
活
応
援

商
品
券
事
業
で
あ
る
。

�

質
問　
新
規
事
業
の
投
資
に
対
す
る
元

利
償
還
の
計
画
と
基
金
残
高
に
つ
い
て

伺
う
。

企
画
財
政
課　
起
債
の
償
還
額
は
、
６

年
度
増
加
が
、
５
億
円
前
後
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
末
の
一
般
会
計
基
金
残
高

の
見
込
み
は
44
億
7
百
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

（
注
）�Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）：
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で

人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ

と
変
革
す
る
こ
と
。
自
治
体
Ｄ
Ｘ

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
住
民
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
等
の
活
用
に
よ
り
業
務
効
率

化
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

質
問　
老
朽
化
が
進
む
水
道
管
敷
設
計

画
と
予
算
実
行
計
画（
財
政
見
通
し
）を

伺
う
。

企
画
財
政
課
長　

令
和
２
年
度
か
ら

令
和
16
年
度
ま
で
の
15
年
間
、
国
の
補

助
事
業
で
あ
る
「
生
活
基
盤
近
代
化
事

通学の様子
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業
」等
を
活
用
し
て
、老
朽
化
の
進
む
箇

所
か
ら
優
先
的
に
敷
設
替
え
を
行
っ
て

い
る
。

建
設
課
長　
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、

年
額
で
８
，
０
０
０
万
円
を
事
業
費
と

し
て
捉
え
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
い
る
。

行
政
改
革
の
方
向
性

質
問　
人
件
費
の
削
減
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　
県
内
に
お
い
て
、
同
規
模

自
治
体
よ
り
２
名
か
ら
７
名
多
い
。
全

国
平
均
で
は
５
名
ほ
ど
少
な
い
。

�

質
問　
シ
ス
テ
ム
委
託
料
精
査
の
成
果

と
付
替
え
予
算
に
つ
い
て
。

企
画
財
政
課
長　
委
託
料
、
令
和
３
年

度
４
年
度
と
も
６
，
３
０
０
万
円
を

２
ヶ
月
で
は
困
難
で
な
る
べ
く
早
く
委

託
料
の
削
減
に
つ
な
げ
た
い
。

�

質
問　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
専
門
職
員
養
成
と

外
部
依
頼
に
つ
い
て
。

村
長　
要
員
確
保
は
厳
し
い
が
、
ス
キ

ル
を
持
っ
た
者
を
集
め
た
い
。

公
共
事
業
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

質
問　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
定
時
定
路
線

各
種
届
出
、
申
請
書
の
受
付
等
が
あ
る
。

坂
井
支
所
は
土
日
祝
に
日
直
が
お
り

戸
籍
、
各
種
文
書
の
受
付
を
し
て
い
る
。

ま
た
窓
口
に
来
る
住
民
の
相
談
も
重
要

な
役
割
と
考
え
る
。

�

質
問　
各
支
所
の
人
数
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

総
務
課
長　
坂
北
支
所
は
職
員
１
名
・

会
計
年
度
職
員
１
名
。
坂
井
支
所
は
教

育
次
長
が
支
所
長
、
教
育
委
員
会
職
員

２
名
が
併
任
、
会
計
年
度
職
員
１
名
で

窓
口
業
務
を
し
て
い
る
。

�

質
問　
今
回
の
予
算
に
コ
ン
ビ
ニ
で
各

種
証
明
書
の
発
行
を
掲
げ
て
い
る
が
、

仕
事
分
担
が
減
少
す
る
の
か
。

総
務
課
長　
支
所
の
全
て
の
業
務
が
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
後
の
支
所
の

在
り
方
、仕
事
の
縮
小
、廃
止
と
い
う
部

分
ま
で
踏
み
込
め
る
か
今
年
の
課
題
で

あ
る
。

若
者
定
住・住
宅
建
設・村
営
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム

質
問　
若
者
定
住
の
住
宅
建
設
の
予
定

は
な
い
か
尋
ね
る
。

村
長　
民
間
事
業
者
の
力
を
借
り
て
、

村
は
資
金
等
の
支
援
を
し
て
い
く
中
で
、

バ
ス
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
具
体

的
改
善
策
を
伺
う
。

総
務
課
長　
県
の
公
共
交
通
会
議
の
事

例
等
を
参
考
に
検
討
を
進
め
た
い
。

�

質
問　
な
ぜ
村
内
全
域
で
デ
マ
ン
ド
バ

ス
へ
の
移
行
が
で
き
な
い
の
か
。

総
務
課
長　
坂
井
は
、ま
だ
通
勤
、通
学

者
が
乗
車
し
て
い
る
。
利
用
状
況
の
調

査
を
行
い
、検
討
を
進
め
る
。

質
問　
合
併
し
て
16
年
が
過
ぎ
て
い
る
。

坂
井
支
所
は
本
庁
と
離
れ
て
い
る
の
で

必
要
と
思
う
。
坂
北
支
所
を
無
く
し
た

時
の
弊
害
と
仕
事
分
担
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

総
務
課
長　
支
所
業
務
は
、税
・
料
金
等

の
収
納
、
戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
に
関

す
る
届
出
・
受
付
、ま
た
住
民
票
・
印
鑑

登
録
証
明
書
・
税
等
の
証
明
書
の
発
行
。

QQ   � �
支
所
の
役
割
と
今
後
の
課
題

支
所
の
役
割
と
今
後
の
課
題

AA    
今
年
の
課
題
と
し
て
検
討
中

今
年
の
課
題
と
し
て
検
討
中

鎌
かま

田
だ

 欣
よし

子
こ

議 員

供
給
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
最

重
要
課
題
と
考
え
る
。

�

質
問　
村
営
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
維

持
管
理
、「
毎
年
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
」

と
い
う
計
画
は
ど
う
な
っ
た
か
尋
ね
る
。

建
設
課
長　
リ
フ
ォ
ー
ム
は
後
回
し
で

修
繕
を
優
先
し
た
。
今
年
は
丸
山
団
地

の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
と
浴
室
の
改
修
他
、

夢
パ
レ
ッ
ト
の
電
気
温
水
器
の
不
具
合

に
よ
る
交
換
な
ど
で
あ
る
。

�

質
問　
公
営
住
宅
の
一
番
古
い
建
設
年

度
と
耐
震
化
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
課
長　
一
番
古
い
も
の
は
昭
和
45

年
が
６
戸
。
耐
震
化
は
行
わ
れ
て
い
な

い
た
め
入
居
を
調
整
し
て
い
る
。

村
の
防
災
対
策
と
、環
境
維
持
の
た

め
の
電
気
自
動
車
の
リ
ー
ス
契
約

質
問　
電
気
自
動
車
の
リ
ー
ス
契
約
の

流
れ
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　
教
育
委
員
会
に
１
台
予
定
し
て

い
る
。
国
か
ら
最
大
80
万
円
の
支
援
が

あ
る
。
目
的
は
生
徒
の
授
業
の
教
材
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、屋
外
イ
ベ
ン
ト
、災

害
時
の
電
源
と
し
て
活
用
の
予
定
で
あ

る
。

教
育
次
長　
坂
井
庁
舎
の
外
に
２
０
０
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ボ
ル
ト
の
外
部
電
源
が
あ
る
の
で
利
用

す
る
。

質
問　
地
理
的
に
不
利
な
環
境
の
筑
北

村
は
携
帯
電
話
等
の
使
用
が
困
難
な
場

所
が
沢
山
あ
る
。
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア

整
備
事
業
を
使
い
、
実
態
調
査
も
含
め

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

企
画
財
政
課
長　
予
算
が
伴
う
の
で
村

内
全
域
は
厳
し
い
が
設
置
効
果
の
得
ら

れ
る
場
所
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

気
象
庁
と
の
連
携
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
強
化

質
問　
近
年
自
然
災
害
が
増
加
し
て
い

る
中
で
山
間
地
の
多
い
本
村
に
「
気
象

予
防
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
活
用
に
つ
い

QQ   � �

携
帯
電
話
等
の
通
信
環
境
の

携
帯
電
話
等
の
通
信
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
伺
う

改
善
に
つ
い
て
伺
う

AA  �  �

多
く
の
方
が
利
用
す
る
場
所

多
く
の
方
が
利
用
す
る
場
所

は
検
討
す
る

は
検
討
す
る

一
いち

之
の

瀬
せ

 茂
しげ

幸
ゆき

議 員

て
伺
う
。

総
務
課
長　
現
在
全
国
で
87
名
登
録
は

あ
る
が
県
内
で
は
１
名
で
あ
る
。
今
後

の
状
況
を
見
な
が
ら
活
用
を
検
討
し
て

い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

質
問　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
重
要
と
考
え
る
。

こ
の
こ
と
を
ど
う
捉
え
進
め
て
い
く
か

伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　
国
は
令
和
４
年
度
末

ま
で
に
全
国
民
に
行
き
わ
た
る
こ
と
を

目
指
し
事
業
展
開
を
し
て
い
る
。
新
た

に
カ
ー
ド
取
得
し
た
方
へ
の
特
典
、
顔

写
真
撮
影
等
の
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
等
住

民
が
取
得
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
普

及
に
努
め
る
。

村
長　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
本
人

確
認
に
な
り
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
重
要
で
あ
る
。

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

質
問　
国
の
政
策
と
し
て
、「
女
性
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
の
推
進
」に
つ
い
て「
地

域
女
性
活
躍
交
付
金
」
が
設
け
ら
れ
て

い
る
が
新
し
い
仕
事
の
仕
組
み
と
し
て

考
え
を
伺
う
。

村
長　
村
内
に
ス
キ
ル
等
あ
る
方
が
存

在
し
て
い
る
事
に
目
を
向
け
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
人
材
の
発
掘
に
努
め
て
い

く
。テ

レ
ビ
松
本
11
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
お
知
ら
せ
欄
」の
活
用

質
問　
テ
レ
ビ
松
本
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

は
契
約
し
て
い
る
自
治
体
の
お
知
ら
せ

欄
が
あ
る
が
、
休
日
当
番
医
等
の
告
知

に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
お

知
ら
せ
便
」
に
休
日
当
番
医
等
掲
載
す

る
。

　

情
報
の
提
供
方
法
も
、
テ
レ
ビ
松
本

と
協
議
を
進
め
る
。

テレビ松本11チャンネル

　

新
議
員
と
し
て
５
か
月
が
過
ぎ
、
今

回
は
議
会
だ
よ
り
作
成
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

改
選
後
、
一
般
質
問
も
２
回
経
験
を

し
た
中
で
、
村
民
の
方
が
分
か
り
や
す

い「
議
会
だ
よ
り
」、
読
ん
で
も
ら
え
る

た
め
の
広
報
誌
と
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
な
ど
、勉
強
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
つ
い
て

は
、国
、県
、市
町
村
を
問
わ
ず
、議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
条
例
等
を
改
正

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
開
催
の
環
境
を

整
え
て
い
る
団
体
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

筑
北
村
議

会
と
し
て
も

開
催
に
向
け

て
の
課
題
を

確
認
し
、
意

見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会（
４
月

（
４
月
2727
日
）
日
）

広報に関する議員研修の様子
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令和４年３月定例会 審議事項及び結果   賛否の分かれた議案（○は賛成、×は反対）

件　　名

各　議　員　の　賛　否
議決の 
結果

一
之
瀬

窪
寺

小
山

玉
井

藤
原

吉
池

宮
下

山
田

櫻
井

勝
田

鎌
田

令和４年度
筑北村一般会計予算 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和４年度
筑北村バス事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和４年度
筑北村後期高齢者医療
特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和４年度
筑北村とくら温泉施設
特別会計予算

○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

筑北村特別職の職員で
非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和４年第２回臨時会 審議事項及び結果（○は賛成、×は反対）

件　　名

各　議　員　の　賛　否
議決の 
結果

一
之
瀬

窪
寺

小
山

玉
井

藤
原

吉
池

宮
下

山
田

櫻
井

勝
田

鎌
田

専決処分の承認
（税条例等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

専決処分の承認
（国保税条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

筑北村一般会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

財産（旧筑北小学校）の
無償譲渡 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × × ○ 可決

財産（大沢農産物加工施設）の
無償譲渡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

旧
筑
北
小
学
校
等
財
産
の

旧
筑
北
小
学
校
等
財
産
の

無
償
譲
渡
２
議
案
可
決

無
償
譲
渡
２
議
案
可
決

��

（
第
２
回
臨
時
会
）

（
第
２
回
臨
時
会
）

　

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
が
４
月
27

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
旧
筑
北
小
学
校

及
び
大
農
産
物
加
工
施
設
に
関
し
、
無

償
譲
渡
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
旧
筑
北
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
賛
否
が
分
か
れ
ま
し

た
が
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
今
後
細
部
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的

に
村
と
譲
渡
先
と
の
協
議
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

⃝

旧
筑
北
小
学
校
譲
渡
先

　
学
校
法
人
北
ア
ル
プ
ス
の
風
學
舎

�

（
長
野
市
）

⃝

大
沢
農
産
物
加
工
施
設
譲
渡
先

　
株
式
会
社
エ
ル
ド
ラ
ド（
松
本
市
）

　

ま
た
、
無
償
譲
渡
に
伴
う
建
物
改
修

充
当
補
助
金
の
返
還
金
や
非
課
税
世
帯

等
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
な
ど
に

係
る
一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
１
号　

補
正
額
２
，７
７
９
万
４
千
円
）も
審
議

さ
れ
、賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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令和４年３月定例会 審議事項及び結果   全会一致で可決された議案等
件　　　　名 議決の結果

令和４年度筑北村国民健康保険特別会計予算 可決
令和４年度筑北村介護保険特別会計予算 〃
令和４年度筑北村差切峡温泉施設特別会計予算 〃
令和４年度筑北村冠着温泉施設特別会計予算 〃
令和４年度筑北村簡易水道事業特別会計予算 〃
令和４年度筑北村集落排水事業特別会計予算 〃
令和４年度筑北村合併浄化槽事業特別会計予算 〃
令和３年度筑北村一般会計補正予算（第 8 号） 〃
令和３年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号） 〃
令和３年度筑北村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第 2 号） 〃
令和３年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 〃
令和３年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 〃
令和３年度筑北村宅地造成事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃
令和３年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 3 号） 〃
令和３年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第 3 号） 〃
令和３年度筑北村簡易水道事業特別会計補正予算（第 3 号） 〃
令和３年度筑北村集落排水事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃
令和３年度筑北村合併浄化槽事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃
筑北村農産物加工施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村特別会計条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村資金の積立基金条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村国民健康保険診療所条例等を廃止する等の条例について 〃
筑北村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村商工業振興条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 〃
筑北村健康館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 〃
筑北村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 〃
村道路線の認定、廃止及び変更について 〃
令和３年度社会資本整備総合交付金
村道中の峠切田線支線２号線改良工事変更請負契約について 〃

第２次筑北村総合計画の変更について 〃
ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議し、ロシア軍による攻撃の即時停止及び
ウクライナからの即時撤退を求める決議（発議） 〃

国民の祝日「海の日」の７月２０日への固定化を求める意見書（発議） 〃
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選挙管理委員会
あなたの大切な一票。 忘れずに投票しましょう！

○今年予定されている選挙
・参議院議員通常選挙（令和 4 年 7 月 10 日 見込）
・長 野 県 知 事 選 挙（令和 4 年 8 月 7 日）

○期日前投票所と選挙当日の投票所
⑴ 期日前投票所

期日前投票所 施　設　名 開　設　期　間 備考
本　　城

（筑北村期日前投票所）
本城農村環境改善センター
２０６会議室

・参 院 選　6/24 ～ 7/9
・県知事選　7/22 ～ 8/6

期間を通じて
開設

坂　　北
（増設） 坂北体育館 上記期間のうち、

投票日前の金曜日、土曜日
の２日間

投票日の前
２日間開設坂　　井

（増設） 筑北村公民館　集会室

移動期日前投票所 大沢集会施設ほか
３カ所を巡回

上記期間のうち、 
投票日前の火曜日、水曜日 期間中２日間

⑵ 当日投票所
投　票　所　施　設　名 投票時間

第 11 投票所 本城農村環境改善センター　206 会議室

午前 7 時～午後 6 時
第 21 投票所 坂北体育館

第 22 投票所 仁熊公民館

第 31 投票所 筑北村公民館　集会室

昨
年
執
行
さ
れ
た
第
49
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
係
り
、
佐
藤
前

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
が
総
務

大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
村
の
選
挙
等
と
重

な
っ
た
中
に
あ
っ
て
、
選
挙
事
務

の
適
正
な
管
理
執
行
と
明
る
い
選

挙
の
啓
発
に
努
め
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

佐
藤
勝
彦
氏

�

（
前
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
）

総
務
大
臣
表
彰
受
賞
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筑
北
村

令
和
４
年
５
月
19
日
発
行

心
の

伝
言
板

76

昨
年
の
11
月
に
、
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
主
任
調
査
研
究
員
の
柳
澤

亮
さ
ん
（
筑
北
村
出
身
）
に
、
坂
北

仁
熊
地
区
の
東
畑
遺
跡
に
つ
い
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
題

は
「
東
畑
遺
跡
の
縄
文
集
落
か
ら
見

た
モ
ノ
と
ヒ
ト
の
往
来
」
で
し
た
。

東
畑
遺
跡
は
、
２
０
０
３
年
に
仁

熊
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
に
伴
っ
て
、

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

調
査
に
柳
澤
さ
ん
も
関
わ
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
調
査
の
結
果
、
縄

文
時
代
の
竪
穴
式
住
居
が
１
２
０
軒

も
発
掘
さ
れ
、
県
内
屈
指
の
縄
文
遺

跡
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
そ
う

で
す
。

そ
し
て
、
柳
澤
さ
ん
は
、
そ
の
住

居
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
甕
に
筑
北
ら

し
さ
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。「
竪
穴

式
住
居
の
入
口
に
穴
を
あ
け
て
土
器

を
埋
め
る
風
習
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

あ
る
住
居
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
土
器

を
よ
く
見
る
と
、
下
部
が
松
本
平

の
特
徴
を
表
わ
す
土
器
で
、
上
部
が

善
光
寺
平
の
特
徴
を
表
わ
す
土
器
で
、

そ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
埋
甕
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
縄
文
時
代
は
、

筑
北
の
地
は
文
化
の
十
字
路

男
性
が
獣
や
魚
を
狩
猟
し
、
女
性
は

木
の
実
や
草
木
を
採
集
し
、
土
器
も

作
っ
て
い
た
。
土
器
は
そ
の
土
地
で

特
徴
が
あ
っ
た
。
中
信
の
特
徴
を
表

わ
す
土
器
は
、
筑
北
の
地
に
中
信
方

面
か
ら
嫁
い
で
き
た
女
性
が
作
っ
た

の
だ
ろ
う
し
、
北
信
の
特
徴
を
表
わ

す
土
器
は
、
北
信
か
ら
嫁
い
で
き
た

女
性
が
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
、
縄
文
時
代
か
ら

こ
の
筑
北
の
地
は
、
人
々
の
交
流
が

あ
り
、
文
化
の
十
字
路
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

筑
北
の
地
は
、
そ
の
後
を
ふ
り

か
え
る
と
、
古
代
に
は
東
山
道
が
と

お
り
、
江
戸
時
代
に
は
善
光
寺
街
道

が
と
お
り
、
明
治
以
降
、
鉄
道
の
時

代
に
は
篠
ノ
井
線
が
、
車
の
時
代
に

は
長
野
自
動
車
道
が
と
お
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
道
を
ヒ
ト
と
モ
ノ
が
往
来

し
、
情
報
や
文
化
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
筑
北
の
地
は
、
東
北
信
と
中

南
信
を
結
ぶ
交
通
の
要
衡
で
あ
り
ま

す
。私

は
改
め
て
、
筑
北
村
は
こ
の
地

の
利
を
生
か
し
て
、
村
づ
く
り
を
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

松
本
押
絵
雛
の
お
話

松
本
押
絵
雛
の
お
話

前
号
の
表
紙
の
松
本
押
絵
雛
は
、
生

涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
料
館
充
実

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
収
蔵
庫
か
ら
探

し
出
し
、
展
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の

で
す
。

お
雛
様
は
古
く
は
中
国
か
ら
伝
わ
り
、

土
雛
か
ら
始
ま
り
歴
史
は
深
い
よ
う
で

す
が
、
今
で
は
見
る
こ
と
も
な
く
な
っ

た
押
絵
雛
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。
同
グ
ル
ー
プ
の
方
に
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

松
本
押
絵
雛
は
、
松
本
城
下
の
士
族

の
婦
人
た
ち
の
内
職
と
し
て
江
戸
時
代

後
期
に
始
ま
り
、
松
本
の
特
産
品
で
し

た
。
明
治
の
中
頃
最
も
栄
え
た
そ
う
で

す
が
、
大
正
時
代
に
入
っ
て
立
体
的
な

人
形
が
出
回
る
と
、
人
気
が
な
く
な
り

衰
退
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
表
紙
写

真
の
も
の
は
坂
北
地
区
の
方
か
ら
の
寄

贈
品
で
、
主
に
大
正
時
代
に
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
少
な
い
で
す
が
、
資
料
館
２

階
奥
に
坂
井
地
区
の
物
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

押
絵
雛
は
も
と
も
と
宮
殿
や
神
社
境

内
で
の
催
事
に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
後
に
な
っ
て
、
女
の
子
が
生

ま
れ
る
と
、
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
と

主
に
親
戚
や
近
所
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

特
徴
は
布
と
綿
で
作
ら
れ
た
平
面
的
な

人
形
で
、
竹
の
串
を
人
形
の
前
後
に
挟

み
和
紙
で
止
め
た
も
の
で
す
。
制
作
技

術
は
京
都
方
面
の
影
響
が
多
く
、
優
雅

な
顔
立
ち
は
浮
世
絵
風
で
、
得
意
と
す

る
専
門
家
や
画
家
な
ど
が
描
い
た
よ
う

で
す
。
大
き
さ
は
、
小
さ
な
も
の
は
10

セ
ン
チ
ほ
ど
か
ら
、
大
き
い
も
の
に
な

る
と
30
セ
ン
チ
以
上
あ
る
そ
う
で
す
。

内
裏
雛
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は

民
俗
資
料
館
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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令和４年度 公民館各種行事予定

いきいき学習講座

生涯学習支援ボランティア実践講座

各種大会・イベント

興味のある講座のみの参加も可能です。
みなさんで、明るく・楽しく・たくさんのことを学びましょう！！

回 日　　程 内　　容 回 日　　程 内　　容
2 6 月 12 日（日） 自然観察会① 6 11 月 15 日（火） 健康づくり講座
3 7 月 19 日（火） 講演会 7 12 月 20 日（火） ものづくり講座
4 9 月 20 日（火） 健康づくり講座 8 2 月 21 日（火） 歌声喫茶・閉講式
5 10 月 16 日（日） 自然観察会②

今年度も「子ども活動支援グループ」「資料館整備グループ」「文化財案内グループ」に分かれて
活動していきます。

回 日　　程 内　　容 回 日　　程 内　　容
1 5 月 25 日（水） 開講式・実践計画立案 6 11 月 17 日（木） 全体研修（視察研修）
2 6 月 16 日（木） グループ研修① 7 12 月 15 日（木） グループ研修④
3 7 月 14 日（木） グループ研修② 8 1 月 19 日（木） グループ研修⑤
4 9 月 15 日（木） 全体研修（講演会） 9 2 月 9 日（木） グループ研修⑥
5 10 月 13 日（木） グループ研修③ 10 3 月 10 日（金） 閉講式・活動報告

6 月 5 日（日） 坂北地域　分館対抗ソフトボール・ソフトバレーボール大会
8 月 14日（日） 本城地域　ふるさと野球大会

8 月 15日（月）
20歳の集い（仮称）
坂北地域　分館対抗野球大会

9 月 11日（日）
坂井地域　分館対抗ソフトボール大会
本城地域　分館対抗球技大会　ソフトボール・ソフトバレーボール

10月 2 日（日） スポーツフェスティバル
11月5日（土）～ 6日（日） 筑北村文化祭

※�上記以外にも社会体育関係の講座や大会・社会教育関係の講座等を予定しています。	
詳細が決まり次第、随時参加者を募集していきます。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため各種事業が中止や延期になる場合があります。
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❶	
�

息
子
と
遊
ぶ
こ
と
。

❷	
�

自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
。

❸	
�

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深
い

聖
南
中
で
、
生
徒
と
一
緒
に

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１年生担任　理科

曽
そ

根
ね

原
はら

 知
とも

宏
ひろ

先生

❶	
�

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

で
す
。
ス
キ
ー
・
ゴ
ル
フ
・

ハ
イ
キ
ン
グ
・
写
真
撮
影
な

ど
を
し
ま
す
。

❷	
�

四
阿
屋
山
・
聖
山
・
冠
着
山

が
美
し
く
、
綺
麗
な
写
真
ス

ポ
ッ
ト
に
な
り
そ
う
な
場
所

が
多
く
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
発

展
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！

❸	
�

散
策
（
歩
く
・
自
転
車
・
自

動
車
）
し
な
が
ら
、
よ
い
と

こ
ろ
（
吞
む
・
食
べ
る
・
喫

茶
・
買
う
・
観
る
・
浸
か
る
）

１年生副担任
保健体育

工
く

藤
どう

 知
とも

之
ゆき

先生

を
探
し
ま
す
。

❶	
�

百
城
め
ぐ
り
（
コ
ロ
ナ
で
中

断
し
て
い
ま
す
）。

❷	
�

四
阿
屋
山
・
聖
山
・
冠
着
山
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
形
を

し
て
い
て
、
眺
め
て
い
る
と

心
が
落
ち
着
き
ま
す
。

❸	
�

先
生
方
の
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
気
配
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

２年生副担任　国語

宮
みや

川
がわ

 源
げんざぶろう

三郎
先生

❶	
�

趣
味
：
映
画
鑑
賞　

	
	

特
技
：
バ
ス
ケ
・
ス
ノ
ボ

	
	

　
　
　
よ
く
食
べ
る
こ
と

❷	
�

ゆ
っ
た
り
で
き
る
温
泉
が
あ

り
、
き
ち
ん
と
挨
拶
で
き
る

爽
や
か
な
生
徒
が
い
る
こ
と
。

❸	
�

自
校
給
食
最
高
で
す
。
学
校

生
活
で
は
、
生
徒
と
一
緒
に

日
々
成
長
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

３年生副担任　数学

杉
すぎ

山
やま

 勝
かつ

美
み

先生

❶ 

趣
味
・
特
技
は
？

❷ 

筑
北
村
の
第
一
印
象
は
？

❸ 

自
己
Ｐ
Ｒ
を

■ 
新
任
の
先
生
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聖
南
中
学
校　

聖
南
中
学
校　
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❶	
�

趣
味
を
増
や
す
こ
と
が
趣
味

で
、
最
近
は
ゴ
ル
フ
と
手
芸

を
始
め
ま
し
た
。
特
技
は
お

は
や
し
の
横
笛
で
す
。

❷	
�

鹿
さ
ん
コ
ワ
い
…

❸	
�

筋
肉
・
美
食
・
美
貌
の
こ
と

な
ら
な
ん
な
り
と
。
今
年
度

お
世
話
に
な
り
ま
す
！

❶	
�

趣
味
：
温
泉
巡
り

	
	

特
技
：�

ど
こ
で
も
す
ぐ
に
寝

ら
れ
る
こ
と
。

３年生副担任
保健体育

宮
みや

島
じま

 瞳
とう

希
き

先生

英語

山
やま

中
なか

 麻
ま

友
ゆ

美
み

先生

❷	
�

自
然
豊
か
！　

景
色
が
綺

麗
！

❸	
�

こ
の
春
、
生
ま
れ
育
っ
た
愛

知
県
小
牧
市
か
ら
や
っ
て
き

ま
し
た
。
筑
北
の
村
花
と
小

牧
の
市
花
が
同
じ
つ
つ
じ
で

少
し
運
命
を
感
じ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

❶	
�

御
朱
印
を
集
め
る
こ
と
で
す
。

❷	
�

昔
か
ら
の
自
然
が
残
っ
て
い

て
、
ほ
っ
と
す
る
村
で
す
。

❸	
�

懐
か
し
い
母
校
で
勤
務
で
き

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
母
校
に
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と

養護教諭

山
やま

崎
ざき

 みはる
先生

思
い
ま
す
。

❶	
�

美
味
し
い
カ
レ
ー
屋
さ
ん
を

探
す
こ
と
、
ゆ
っ
く
り
お
風

呂
や
温
泉
に
入
る
こ
と
。

❷	
�

の
ど
か
な
風
景
と
人
の
温
か

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

❸	
�

元
気
い
っ
ぱ
い
の
筑
北
小
の

１
年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
、
楽
し
く
毎
日
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

筑
北
小
学
校

筑
北
小
学
校

１年生担任

熊
くま

谷
がい

 真
ま

衣
い

先生

❶	
�

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で

す
。

❷	
�

冬
は
も
の
す
ご
く
寒
い
け
れ

ど
、
人
は
も
の
す
ご
く
温
か

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

❸	
�

聖
南
中
学
校
か
ら
筑
北
小
学

校
へ
異
動
に
な
り
ま
し
た
。

筑
北
村
に
住
ん
で
２
年
目
に

な
り
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❶	
�

旅
行
、
登
山
、
ス
キ
ー

１年生（支援員）

百
もも

瀬
せ

 さゆり
先生

５年生担任

髙
たか

橋
はし

　花
はな

先生
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❷	
�

の
ど
か
や
な
あ
。

❸	
�

愛
情
深
く
、
楽
し
く
子
ど
も

た
ち
と
過
ご
し
て
い
き
ま

す
！

❶	
�

ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞

❷	
�

親
し
み
や
す
い
優
し
そ
う
な

人
が
い
っ
ぱ
い

❸	
�

と
な
り
の
麻
績
村
に
住
ん
で

い
ま
す
。
早
く
顔
を
覚
え
て

も
ら
い
、
会
っ
た
時
に
は
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

みずなら　担任

塚
つか

原
はら

 章
しょう

治
じ

先生

❶	
�

趣
味
：�

食
べ
歩
き
、音
楽
鑑
賞

	
	

特
技
：�

た
く
さ
ん
食
べ
る
こ

と
…
。

❷	
�

緑
豊
か
な
と
こ
ろ
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。

❸	
�
筑
北
村
、
先
生
の
仕
事
も
１

年
目
の
１
年
生
で
す
。
人
と

の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❶	
�

は
た
織
り
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

支援員

細
ほそ

川
かわ

 光
こ

佑
う

多
た

先生

図書・家庭科

田
た

中
なか

 善
よし

子
こ

先生

❷	
�

山
が
き
れ
い
、
静
か

❸	
�

筑
北
村
に
来
て
６
年
目
の
春

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
新
し
い
こ
と
に
ト
ラ
イ
し

て
い
き
た
い
で
す
。

❶	
�

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
事

❷	
�

生
ま
れ
育
っ
た
村
。
野
鳥
や

野
生
動
物
が
い
っ
ぱ
い
。

❸	
�「

安
心
安
全
で
お
い
し
い
給

食
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

給食調理員

久
く

保
ぼ

田
た

 ナミ
先生

❶	
�

料
理
、旅
行
、英
語
か
な
ぁ
…

❷	
�

広
い
！　
山
に
守
ら
れ
た
美

し
い
所
で
す
ね
。

❸	
�

話
す
と
面
白
い
人
！
で
す
！

❶	
�

読
書

❷	
�

駅
、
高
速
が
近
い

❸	
�

社
労
士
の
仕
事
が
（
少
し
）

で
き
ま
す
。

３～６年生　英語

中
なか

村
むら

 美
み

幸
ゆき

先生

事務

伊
い

藤
とう

 芳
よし

聡
あき

先生
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上
田
市
真
田
町
出
身
で
す
。
東
信
、
北

信
、
南
信
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
の
小
中
学
校
へ

勤
め
ま
し
た
。
統
合
前
の
坂
井
小
学
校
に

勤
め
て
い
た
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、筑
北
村

は
２
回
目
で
す
。
筑
北
村
は
自
然
豊
か
で

歴
史
あ
る
文
化
財
が
豊
富
な
印
象
を
持
っ

て
い
ま
す
。

趣
味
は
何
で
す
か
？

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
趣
味
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
、

ラ
グ
ビ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
を
応
援
す
る

の
が
好
き
で
す
。
若
い
頃
は
子
ど
も
た
ち

の
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
引
率
な
ど
を
し
て
い
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
生
活

筑
北
小
は
全
児
童
と
職
員
に
１
人
１
台

タ
ブ
レッ
ト
が
貸
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校

間
の
交
流
な
ど
情
報
通
信
技
術
を
使
って

行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
他
県
と
の
交
流

と
いっ
た
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
と
の
交
流
も

可
能
に
な
り
ま
す
。

宮㟢　聡
校長先生

行
事
は
子
ど
も
が
楽
し
み
に
し
て
お
り
、

行
事
を
通
し
て
成
長
し
て
い
く
と
い
う
大

事
な
役
割
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
程
や
や

り
方
を
工
夫
し
て
行
い
ま
す
。

活
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
や
って
い
き

ま
す
。

筑
北
小
学
校
の
印
象

素
直
で
明
る
い
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
い

ま
す
。
教
室
が
狭
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
大
勢
い
る
の
で
活
気
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

全
教
職
員
の
力
を
合
わ
せ
て
子
ど
も
の

安
全
を
守
り
ま
す
。
バ
ス
通
学
な
ど
遠
距

離
通
学
の
子
ど
も
が
多
く
、通
学
のハ
ー
ド

ル
が
あ
り
ま
す
。
学
校
か
ら
帰
る
と
き
に

「
今
日
楽
し
か
っ
た
な
。
明
日
も
来
よ
う
」

と
思
え
る
、
次
に
学
校
へ
来
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
る
よ
う
な
学
校
に
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ま
へ
ひ
と
こ
と

コロ
ナ
禍
で
交
流
が
減
って
い
ま
す
が
、コ

ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ
た
ら
、
交
流
を
た
く
さ
ん

し
て
い
た
だ
い
て
学
習
を
支
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

■ 
筑
北
小
学
校  

校
長
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

🆀 

ご
趣
味
は
何
で
す
か
？

ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
（
ア
プ
リ
を
使
っ
て
一
連
の
機
能

を
作
り
上
げ
る
）
を
す
る
こ
と
で
、
両

方
と
も
に
、
独
学
に
て
覚
え
ま
し
た
。

🆀 
筑
北
村
の
印
象
は
？

赴
任
前
に
、
西
条
温
泉
と
く
ら
の
お

風
呂
に
入
浴
し
た
こ
と
が
あ
り
、
い
い

湯
で
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
ち
ら
の
坂
井
地
域
の
方
々

の
人
柄
が
優
し
く
て
、
近
く
に
牛
飼
い

の
牛
舎
が
あ
り
、
自
然
が
溢
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
第
一
印
象
で
す
。

🆀 �

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は 

�

あ
り
ま
す
か
？

地
域
に
、
い
ろ
い
ろ
な
地
名
が
あ
り
、

そ
の
土
地
柄
を
覚
え
る
た
め
に
、
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

村
の
方
々
へ�

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
！

妻
と
一
緒
に
駐
在
所
に
住
ん
で
い
ま

す
の
で
、
夫
婦
共
々
村
の
こ
と
を
、
い

ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。

こ
の
春
、
坂
井
駐
在
所
に
赴
任
さ
れ
た
山
本
直
人
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
出
身
は
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
で
、
現
在
は
ご
家
族
で
駐
在
所
に
お
住
ま
い
で

す
。
前
任
地
は
、
小
川
村
に
赴
任
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

明
日
も
楽
し
み
だ
な
と
思
え
る
学

校
っ
て
ス
テ
キ
で
す
ね
。
校
長
先
生
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■ 

新
し
い
駐
在
さ
ん  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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コ
ラ
ム

今
年
は
７
年
に
一
度
の
御
柱
祭

の
年
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

一
年
延
期
さ
れ
た
善
光
寺
の
御
開

帳
も
あ
り
、信
州
が
脚
光
を
浴
び
て

い
ま
す
。
筑
北
村
で
も
、坂
井
地
域

の
安
坂
神
社
で
御
柱
祭
が
無
事
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
記
事
に
詳
し

く
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、祭
り
の
前

年
に
は
薙
鎌
神
事
が
あ
り
ま
し
た
。

天
下
の
奇
祭
と
も
称
さ
れ
る「
御

柱
祭
」。さ
て
、な
ぜ
柱
な
の
で
し
ょ

う
か
。
な
ぜ
４
本
な
の
で
し
ょ
う

か
。
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、私
は

自
然
の
力
の
調
律
棒
の
よ
う
に
感

じ
ま
し
た（
あ
く
ま
で
個
人
の
見
解

で
す
）。
諏
訪
大
社
は
言
わ
ず
と
知

れ
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
力
が
凄

す
ぎ
る
の
で
、７
年
に
一
度
は
調
整

し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
調
整

に
は
、「
木
落
し
」や「
川
越
し
」と

い
っ
た
命
が
け
の
行
事
に
な
る
く

ら
い
、
物
凄
い
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。

そ
も
そ
も
「
祭
」
と
は
そ
う
い
う
も

の
な
の
で
は
？　
漠
然
と
で
す
が
、

こ
こ
数
年
で
そ
ん
な
考
え
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
祭
を
伝

承
し
て
い
く
の
は
大
変
で
し
ょ
う

が
、何
と
か
続
い
て
ほ
し
い
で
す
。

�

Ｋ
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Ｎ
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坂
井
地
域　

宮
下 

房
夫

今
年
令
和
４
年
は
寅
年
。
坂
井
の
楡

窪
に
鎮
座
す
る
安
坂
神
社
の
７
年
目
毎

（
寅
・
申
の
年
）の
御
柱
祭
の
年
で
す
。

今
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
で
、伝
統
の
祭
の
や
り
方
と
は

内
容
等
を
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
た
が
、社
殿
の
四
隅
に
５
月
５
日
に
里

曳
き
、建
て
御
柱
を
行
い
ま
す
。

御
柱
は
４
本
。
柱
は
神
様
が
天
か
ら

お
り
て
来
ら
れ
る
標
と
し
て
、
ま
た
、
４

本
で
土
地
を
区
画
し
て
、こ
こ
は
神
様
の

土
地
で
あ
る
と
同
時
に
神
様
を
祀
る
処

で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
建
て
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
祭
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
従

来
行
わ
れ
て
き
た
御
柱
祭
と
は
大
変
形

が
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、本
来
の
祭
の
様

子
を
伺
い
知
る
参
考
ま
で
に
、明
治
28
年

「
安
坂
神
社
調
査
書
」
の
記
述
を
紹
介
し

ま
す
と
、

『�

諏
訪
一
の
宮
の
御
分
霊
の
為
往
古
よ

り
寅
・
申
年
恒
例
七
年
目
毎
に
造
営

御
柱
祭
を
執
行
当
年
四
月
初
旬
本

社
よ
り
薙
鎌
一
口
授
け
ら
れ
三
月

二
十
一
日
行
事
協
議
会
四
月
社
有
林

（
船
柵
山
）内
よ
り
五
日
木
の
選
定
同

七
日
伐
採
及
び
木
落
の
為
薙
鎌
奉
持

斧
入
祭
執
行
後
伐
採
木
落
を
な
す

十
一
日
氏
子
総
出
動
、
木
や
り
を
以

て
約
二
千
五
百
米
の
間
を
曵
き
基
準

地（
大
日
堂
前
）ま
で
曵
き
付
け
注
連

縄
張
り
ま
わ
し
修
祓
十
三
日
木
造
り

三
丈
三
尺
五
寸
大（
＊
約
10
ｍ
）二
本
、

二
丈
二
尺
五
寸
大（
＊
約
７
ｍ
）二
本

計
四
本
（
何
れ
も
土
中
に
入
る
部
分

を
含
む
）
四
月
十
五
日
基
地
よ
り
若

き
青
年
の
長
持
行
事
宝
船
歌
踊
り
を

先
頭
に
老
若
男
女
総
出
動
盛
大
に
社

頭
に
曵
き
奉
納
本
殿
拝
殿
を
中
心
に

四
本
に
建
て
終
了
全
員
に
て
直
会

…
…
』

と
あ
り
ま
す
。

さ
て
、「
薙
鎌
」に
つ
い
て
で
す
が
、
鉄

板
を
鎌
か
「
た
つ
の
お
と
し
ご
」
型
に
截

り
と
っ
た
も
の
で
、諏
訪
大
社
で
は
昔
か

ら
大
切
な
御
神
体
や
祭
具
と
し
て
き
た

も
の
で
、
現
在
安
坂
神
社
に
は
32
口
が

神
宝
と
し
て
本
殿
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
代
が
不
明
な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、

最
も
古
い
年
号
の
も
の
は
、
文
安
３
年

（
１
４
４
６
年
室
町
時
代
）
４
月
銘
の
も

の
と
の
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、現
物
は
現

在
所
在
不
明
で
す
。

草
を
薙
ぐ
と
い
う
よ
り
、
風
を
凪
る

（
風
を
止
め
静
め
る
）信
仰
か
ら
、竿
先
に

鎌
を
結
び
つ
け
風
神
を
祭
る
鎌
と
考
え

ら
れ
、『
日
本
書
紀
』の
６
９
１
年
に
使
者

を
遣
わ
し
て
信
濃
の
国
須
波
神
な
ど
に

「
風
水
祈
願
」
が
み
え
る
鎌
倉
時
代
に
も

風
を
静
め
て
農
業
の
た
め
に
役
立
て
、諸

国
の
信
者
に
諏
訪
明
神
の
心
霊
と
し
て
、

薙
鎌
を
分
か
ち
与
え
た
こ
と
な
ど
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
柱
祭
に
あ
た
っ
て
、神
符
と
し
て
諏

訪
大
社
本
宮
に
願
い
出
て
授
与
さ
れ
た

も
の
で
、
現
地
で
斧
入
れ
祭
の
時
、
御
柱

と
な
る
木
に
打
ち
込
み
、神
様
の
も
の
で

あ
る
神
木
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、祭
事
終

了
後
に
伐
採
し
ま
し
た
。

御
柱
と
薙
鎌

御
柱
と
薙
鎌

薙
鎌
写
真・資
料	
宮
下
房
夫
さ
ん
よ
り

祭
事
写
真 

　
　 	
宮
坂
宮
司
よ
り

右　

�

昨
年
行
な
わ
れ
た	

斧
入
れ
祭

左　

�

木
に
打
ち
込
ま
れ
た	

薙
鎌 

資
料
よ
り

坂
井
地
域	

大
吉
原
神
社
の
薙
鎌

右　
現
存
最
古
の
薙
鎌

左　
安
置
所
の
御
神
木
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筑
北
村
の
本
庁
舎
の
西
側
の
小
高
い

丘
に
神
社
が
在
る
。
多
く
の
人
は
秋
葉

様
と
呼
ぶ
。
私
の
住
む
八
木
か
ら
も
よ

く
見
え
る
。
山
の
麓
の
団
地
も
ア
キ
バ

団
地
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
秋
葉
様
は
火

伏
せ
の
神
様
で
御
本
社
は
静
岡
に
あ

り
、
か
つ
て
の
消
防
の
幹
部
は
お
参
り

に
い
っ
た
。
秋
葉
様
や
愛
宕
様
の
よ
う

に
火
伏
せ
の
神
様
は
小
高
い
丘
に
あ
り
、

見
晴
る
か
す
家
々
を
火
災
か
ら
守
っ
て

く
れ
る
。
旧
本
城
村
に
保
育
園
が
あ
っ

た
時
代
に
は
、
園
児
の
散
歩
コ
ー
ス
で

あ
り
、「
秋
葉
様
に
散
歩
に
行
く
よ
。」

と
言
っ
て
い
た
の
で
、
卒
園
児
で
あ
る

多
く
の
地
域
住
民
は
あ
の
神
社
は
秋
葉

様
だ
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
神
社
は
、
の
ぼ
り
旗
に
も
、
扁

額
に
も
西
条
神
社
と
書
い
て
あ
る
が
、

法
人
登
記
の
正
式
名
は
「
手
塚
神
社
」

で
あ
る
。
大
正
の
末
年
、
小
さ
い
神
社

は
大
字
ご
と
に
ま
と
め
る
よ
う
に
国
か

ら
合
祀
令
が
で
た
。
た
く
さ
ん
神
社
が

あ
っ
て
は
、
各
地
で
お
祭
り
ば
か
り
し

て
い
て
仕
事
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
か
ら

だ
そ
う
で
、
大
字
西
条
で
あ
る
西
条
、

聖
南
町
、
小
仁
熊
、
伊
切
に
鎮
座
し
て

い
た
21
社
は
、
秋
葉
様
の
場
所
一
箇
所

に
ま
と
め
ら
れ
た
。
ま
と
め
ら
れ
た
神

社
の
な
か
で
、「
西
条
温
泉
と
く
ら
」

の
裏
山
に
あ
っ
た
手
塚
神
社
が
、
一
番

規
模
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
昭
和
27
年

宗
教
法
人
登
記
の
と
き
に
手
塚
神
社
と

し
た
。

手
塚
神
社
の
御
祭
神
は
、
建
御
名
方

神
（
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
）
で
あ
り
、
お
諏

訪
様
で
あ
る
。
諏
訪
大
社
の
下
社
の
宮

司
は
大
祝
（
オ
オ
ホ
ウ
リ
）
と
よ
ば
れ

金
刺
氏
が
務
め
た
。
古
代
信
濃
の
国
の

造（
み
や
つ
こ
）が
朝
廷
か
ら
金
刺（
カ

ナ
サ
シ
）
と
姓
を
も
ら
っ
た
と
あ
る
。

平
安
の
末
、
木
曽
義
仲
が
平
家
を
攻

め
た
。
そ
の
時
、
武
士
集
団
に
な
っ
て

い
た
金
刺
氏
の
一
族
で
あ
る
手
塚
太
郎

光
盛
が
活
躍
し
た
。
牛
の
角
に
松
明
を

つ
け
て
平
家
軍
に
勝
利
し
た
と
い
う
伝

説
の
倶
利
伽
羅
峠
の
戦
い
で
、
斉
藤
実

盛
と
手
塚
太
郎
の
戦
い
が
武
勇
高
名
組

討
撰
と
し
て
歌
川
芳
春
が
描
い
て
い
る
。

私
が
個
人
的
に
嬉
し
い
こ
と
は
、
敬

愛
す
る
手
塚
治
虫
の
「
火
の
鳥　

乱
世

編
」
に
て
手
塚
太
郎
が
登
場
し
て
お
り
、

作
者
手
塚
治
虫
こ
そ
が
、
手
塚
太
郎
の

子
孫
で
あ
る
こ
と
だ
。
手
塚
神
社
の
名

前
の
い
わ
れ
は
お
そ
ら
く
諏
訪
御
本
社

の
大
祝
金
刺
氏
の
分
流
で
あ
る
手
塚
氏

の
名
を
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
年
壬
寅
の
年
3
月
27
日
に
、
手
塚

神
社
は
諏
訪
大
社
か
ら
薙
鎌
を
授
か
っ

た
。
宮
司
の
私
と
氏
子
二
名
と
一
緒
に

受
け
に
行
き
、
諏
訪
大
社
で
は
大
宮
司

を
は
じ
め
五
人
の
神
職
に
よ
り
、
約
一

時
間
を
か
け
て
授
与
式
を
し
て
い
た
だ

い
た
。

４
月
３
日
に
、
鎮
座
式
を
し
て
氏
子

総
代
一
同
か
し
こ
ま
っ
て
本
殿
に
薙
鎌

を
お
納
め
し
た
。

地
元
の
神
社
が
、
諏
訪
大
社
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
木
曽
義
仲
や
、
手
塚
治

虫
と
つ
な
が
っ
て
い
た
と
気
づ
く
こ
と

は
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
あ
る
。

新
年
度
を
迎
え
、
学
校
生
活
や
職
場

と
新
た
な
環
境
を
迎
え
た
方
も
大
勢
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
環
境
に
す

ん
な
り
と
馴
染
ん
だ
人
も
い
れ
ば
、
苦

戦
し
て
い
る
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争

と
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会
情
勢

に
対
し
て
、
変
化
し
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
が
多
く
変
化
に
対
応
で
き
ず
、

心
が
追
い
詰
め
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
も

あ
る
と
か
思
い
ま
す
。

人
の
善
意
を
平
気
で
利
用
す
る
人
。

人
間
の
残
虐
性
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
こ

と
も
然
り
。
そ
ん
な
中
だ
か
ら
こ
そ
善

な
る
方
向
に
変
わ
る
こ
と
に
、
懸
命
に

な
る
の
も
人
間
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
薙
鎌
や
御
柱
の
記
事
の
た
め
に
、

坂
井
地
域
楡
窪
の
宮
下
房
夫
さ
ん
を
は

じ
め
安
坂
神
社
の
総
代
、
役
員
の
皆
様
、

修
那
羅
山
安
宮
神
社
の
宮
坂
宮
司
さ
ん

に
大
変
な
ご
尽
力
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
い
年
月
を
通
し
て
守
り
育
ん
で
き
た

こ
と
の
理
由
を
感
じ
た
気
が
し
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
の
皆
様
。
ぜ
ひ
と
も
取

り
上
げ
て
欲
し
い
と
い
う
お
声
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
情
報
部
員
も
頑
張
っ
て

取
材
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

度
も
、
明
る
い
話
題
が
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。�

　
（
若
葉
）

手
塚
様―

秋
葉
様

民
俗
よ
も
や
ま
話
シ
リ
ー
ズ
⑥
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筑北ひまわり保育園

坂井保育園 幼児教育指導員

こんな野菜をつくりたいん
だけど、どうですか？

ぶどうみたい

なんだろう？

筑北村二保育園です。今年度もよろしくお願いいたします。
ご入園・ご進級おめでとうございますご入園・ご進級おめでとうございます

園 長園 長 年長・さくら組年長・さくら組 年中・たんぽぽ組年中・たんぽぽ組

０・１歳児・つくし組１０・１歳児・つくし組１２歳児・つくし組２２歳児・つくし組２

給食調理員給食調理員

年少・ちゅうりっぷ組年少・ちゅうりっぷ組

「自ら考え、なかよくあそぶ、たくましい子」

“ちくほくやまほいく”

　今年度も筑北村の豊かな自然の中で地域の方と触れ合い、夢中で伸び伸び遊ぶ子ど
も達の育ちを願って活動していきます。
　地域の方とのつながりを大切に、園外での活動も積極的に行っていきたいと思います。

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

＊新型コロナウイルス感染症の拡大防止のためやむを得ず開催の中止・延期を行う事があります。
＊毎週木曜日は休館です。

５月・６月・７月の行事予定
５月 6月 7月

内　　容日にち

 10日（火） ベビーマッサージ
 13日（金） どんぐりくらぶ（延期）
 17日（火） ベビーマッサージ
 24日（火） ベビーマッサージ
 25日（水） 誕生会（延期）
 31日（火） ベビーマッサージ

内　　容日にち

 3日（金） 避難訓練
 7日（火） ベビーマッサージ
 14日（火） ベビーマッサージ
 15日（水） どんぐりくらぶ
 21日（火） ベビーマッサージ
 28日（火） キッズビクス

内　　容日にち

 5日（火） ベビーマッサージ
 8日（金） 救急法
 12日（火） ベビーマッサージ
 19日（火） ベビーマッサージ
 20日（水） どんぐりくらぶ
 26日（火） ベビーマッサージ

詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご確認ください。

＼子育て支援センターで待ってるよ／今年度もよろしくお願いいたします
　子育て支援センターは妊婦さんから18 歳まで
のお子さんの相談場所となっています。
　子育ては大変なこと心配になることがたくさ
んあります。悩みを抱えこ
まずに、どんなことでもご
相談ください。
　また交流や情報共有の
場、学びの場としてもぜひ
ご利用ください。
　スタッフ一同お待ちして
おります。 センター長

吉池 恵美子

助産師  吉池 公子 保健師  久保村 清美

保育士  横山 弥生 保育士  山本 敏子

それぞれの専門のスタッフが子育てを支えていきます

おひさまの森「はじまりの会」おひさまの森「はじまりの会」

おかあさんと
ふれあいあそび

岩
いわた
田 妙

たえこ
子

滝
たきざわ
澤 日

ひより
和

青
あおしま
嶋美

み ち よ
智代 宮

みやいり
入 若

わかな
菜

宮
みやじま
島 理

り え
恵 担任・宮

みやした
下 佳

か な
捺

担任・宮
みやいり
入 啓

ひろえ
栄

代替・堀
ほりうち
内 唯

ゆい

園長・花
はなおか
岡 祐

ゆうこ
子 給食・木

きとう
藤 理

り え
恵

未満児・窪
くぼた
田 政

まさみ
美

宮
みやざわ
澤 祐

ゆうこ
子 専門員

塚
つかはら
原 真

まゆみ
弓

宮
みやがわ
川 佳

か な
奈 山

やまだ
田 典

のりこ
子

年長・中主任

担任・河
かわの
野真

ま ゆ み
由美

全体主任

担任・柳
やなぎさわ
澤 和

かずこ
子

〈�バス添乗職員〉�

窪
くぼてら
寺 信

のぶこ
子、高

たかの
野さえ子

こ

〈�代替等職員〉�

小
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子育て支援センターだより子育て支援センターだより

＊新型コロナウイルス感染症の拡大防止のためやむを得ず開催の中止・延期を行う事があります。
＊毎週木曜日は休館です。

５月・６月・７月の行事予定
５月 6月 7月

内　　容日にち

 10日（火） ベビーマッサージ
 13日（金） どんぐりくらぶ（延期）
 17日（火） ベビーマッサージ
 24日（火） ベビーマッサージ
 25日（水） 誕生会（延期）
 31日（火） ベビーマッサージ

内　　容日にち

 3日（金） 避難訓練
 7日（火） ベビーマッサージ
 14日（火） ベビーマッサージ
 15日（水） どんぐりくらぶ
 21日（火） ベビーマッサージ
 28日（火） キッズビクス

内　　容日にち

 5日（火） ベビーマッサージ
 8日（金） 救急法
 12日（火） ベビーマッサージ
 19日（火） ベビーマッサージ
 20日（水） どんぐりくらぶ
 26日（火） ベビーマッサージ

詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご確認ください。

＼子育て支援センターで待ってるよ／今年度もよろしくお願いいたします
　子育て支援センターは妊婦さんから18 歳まで
のお子さんの相談場所となっています。
　子育ては大変なこと心配になることがたくさ
んあります。悩みを抱えこ
まずに、どんなことでもご
相談ください。
　また交流や情報共有の
場、学びの場としてもぜひ
ご利用ください。
　スタッフ一同お待ちして
おります。 センター長

吉池 恵美子

助産師  吉池 公子 保健師  久保村 清美

保育士  横山 弥生 保育士  山本 敏子

それぞれの専門のスタッフが子育てを支えていきます

おひさまの森「はじまりの会」おひさまの森「はじまりの会」

おかあさんと
ふれあいあそび
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筑　北　村　図　書 館　だ　よ　り
本屋大賞2022年発表！

雑誌のラインナップを変更しました。これまでご愛読いただいた「鉄おも」「ディズニーファン」
「ディスカバージャパン」「KURA」については受入れを中止しましたのでご了承ください。
こちらは新しく図書館に入った雑誌です！

なるほど納得！ 野菜づくりのコツと裏ワザ講座 4月16日

独ソ戦が激化する 1942 年、母をドイツ軍に惨殺され、赤軍の
女性兵士に救われた少女セラフィマは、復讐のため、訓練学校
で一流の狙撃兵になることを決意する。訓練を重ねた彼女は、
やがてスターリングラードの前線へ…。

逢坂冬馬（あいさか・とうま）
1985 年生まれ。明治学院大学国際学部国際学科卒。「同志少女
よ、敵を撃て」でアガサ・クリスティー賞を受賞してデビュー。

新しい雑誌の紹介

内容紹介

著者紹介

 2 位 『赤と青とエスキース』 青山美智子

 3 位 『スモールワールズ』 一穂　ミチ

 4 位 『正欲』 朝井リョウ

 5 位 『六人の嘘つきな大学生』 浅倉　秋成

 6 位 『夜が明ける』 西　加奈子

 7 位 『残月記』 小田雅久仁

 8 位 『硝子の塔の殺人』 知念実希人

 9 位 『黒牢城』 米澤　穂信

 10 位 『星を掬う』 町田その子

筑北村図書館　問い合わせ　℡：0263-66-1115

全国の書店員が選ぶ本屋大賞に、今年は逢坂冬馬さん作『同志少女よ、敵を撃て』が選ばれ
ました。この作品は第 11 回アガサ・クリスティー賞を受賞し、デビュー作でありながら第 166 回
直木賞候補にも選ばれ、ロシアによるウクライナ侵攻を彷彿とさせる内容から、大変話題になって
います。大賞発表後のインタビューでは、受賞の喜びと感謝を述べた後「私の心は、ロシアによ
るウクライナ侵略が始まった 2 月 24 日以降、深い絶望の淵にあります。」と複雑な胸の内を明か
していました。

新型コロナウイルスの影響で昨年
度中の開催予定を 2 回も延期しま
したが、今回ようやく開催すること
ができました。講師は農山漁村文化
協会の大池俊二さん。参加者から
「ジャガイモの芽挿しの話が大変興
味深かった」など、今後の農作業に
向けて、試してみたいとの感想をい
ただきました。第 3 回は年内に開
催予定です！

「BE-PAL」

アウトドア
「ね～ね～」

かわいいキャラクターが
いっぱい

「ことりっぷ」

季刊の旅雑誌
「信州おでかけガイド」

年１回発行！
長野県の魅力を再発見

図書館からのお知らせ

◆生前整理セミナー

日時　令和 4 年７月 23 日（土） 
　　　受付 10 時 15 分　開始 10 時 30 分～ 11 時頃まで
場所　筑北村図書館　2 階多目的室　
　　　対象の方には事前に通知があります。
　　　出席予定の方は、この日に来館をお願いします。

◆セカンドブック（平成31年4月2日～令和2年4月1日生まれ対象）

日時　令和４年 6 月 12 日（日）１3 時 30 分～１5 時 00 分
場所　筑北村図書館　２階多目的室
定員　28名　申し込みが必要です。詳細は後日お知らせします。
講師　住まいプランニング  整理収納アドバイザー
　　　藤森妙子さん（諏訪市出身）

長年住み慣れた家にはたくさんのモノがあります。大切なモノもあれば、忘れていたモノも…。
その一つ一つがこれからの暮らしに役立つ片付けを一緒に学んでみませんか。
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筑　北　村　図　書 館　だ　よ　り
本屋大賞2022年発表！

雑誌のラインナップを変更しました。これまでご愛読いただいた「鉄おも」「ディズニーファン」
「ディスカバージャパン」「KURA」については受入れを中止しましたのでご了承ください。
こちらは新しく図書館に入った雑誌です！

なるほど納得！ 野菜づくりのコツと裏ワザ講座 4月16日

独ソ戦が激化する 1942 年、母をドイツ軍に惨殺され、赤軍の
女性兵士に救われた少女セラフィマは、復讐のため、訓練学校
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やがてスターリングラードの前線へ…。

逢坂冬馬（あいさか・とうま）
1985 年生まれ。明治学院大学国際学部国際学科卒。「同志少女
よ、敵を撃て」でアガサ・クリスティー賞を受賞してデビュー。

新しい雑誌の紹介

内容紹介

著者紹介

 2 位 『赤と青とエスキース』 青山美智子

 3 位 『スモールワールズ』 一穂　ミチ

 4 位 『正欲』 朝井リョウ
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 9 位 『黒牢城』 米澤　穂信

 10 位 『星を掬う』 町田その子

筑北村図書館　問い合わせ　℡：0263-66-1115

全国の書店員が選ぶ本屋大賞に、今年は逢坂冬馬さん作『同志少女よ、敵を撃て』が選ばれ
ました。この作品は第 11 回アガサ・クリスティー賞を受賞し、デビュー作でありながら第 166 回
直木賞候補にも選ばれ、ロシアによるウクライナ侵攻を彷彿とさせる内容から、大変話題になって
います。大賞発表後のインタビューでは、受賞の喜びと感謝を述べた後「私の心は、ロシアによ
るウクライナ侵略が始まった 2 月 24 日以降、深い絶望の淵にあります。」と複雑な胸の内を明か
していました。

新型コロナウイルスの影響で昨年
度中の開催予定を 2 回も延期しま
したが、今回ようやく開催すること
ができました。講師は農山漁村文化
協会の大池俊二さん。参加者から
「ジャガイモの芽挿しの話が大変興
味深かった」など、今後の農作業に
向けて、試してみたいとの感想をい
ただきました。第 3 回は年内に開
催予定です！

「BE-PAL」

アウトドア
「ね～ね～」

かわいいキャラクターが
いっぱい

「ことりっぷ」

季刊の旅雑誌
「信州おでかけガイド」

年１回発行！
長野県の魅力を再発見

図書館からのお知らせ

◆生前整理セミナー

日時　令和 4 年７月 23 日（土） 
　　　受付 10 時 15 分　開始 10 時 30 分～ 11 時頃まで
場所　筑北村図書館　2 階多目的室　
　　　対象の方には事前に通知があります。
　　　出席予定の方は、この日に来館をお願いします。

◆セカンドブック（平成31年4月2日～令和2年4月1日生まれ対象）

日時　令和４年 6 月 12 日（日）１3 時 30 分～１5 時 00 分
場所　筑北村図書館　２階多目的室
定員　28名　申し込みが必要です。詳細は後日お知らせします。
講師　住まいプランニング  整理収納アドバイザー
　　　藤森妙子さん（諏訪市出身）

長年住み慣れた家にはたくさんのモノがあります。大切なモノもあれば、忘れていたモノも…。
その一つ一つがこれからの暮らしに役立つ片付けを一緒に学んでみませんか。
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筑北村の桜

坂井岩井堂付近の桜

本城立川地区の桜

坂井漸々地区の桜

筑北村図書館の桜

白山神社の桜

本城岩戸地区の桜

※環境に優しい
　植物性油インクを
　使用しています。

［印刷］ 株式会社成進社印刷




